
知
ら
な
い
う
ち
に
踏
ん
で
る
こ
と
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。

たとえ知らなくても踏まれた人の痛みは同じ。７月は同和問題啓発強調月間です。



■ ふくちニュース

■ 同和問題啓発強調月間

■ タウンミーティング

■ ズームインふくち

■ ふくち玉手箱

■ わがまち学校紹介／金田中学校

■ 健康Ｑ＆Ａ／児童・子育て支援センター／投稿傑作

■ 情報ひろば／保健師だより／掲示板／町長日誌 etc…

14 － 15

16 － 17

18 － 21

22 － 23

24 － 25

26 － 27

28 － 29

30 － 36

特集  生きがい ３ － 13

Photo ／さあ、もうすぐ夏本番！  ６月６日、金田小学校のプール開き。
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【広報ふくち】2007.7月号

７月は県内一斉の同和問題啓発
強調月間です。６月20日には上
野小学校で人権擁護委員による
人権教室が開かれ、１～３年生
と上野保育所年長児が一緒に学
び、人権への理解を深めました。

P 29

毎
日
の
生
活
そ
の
も
の
と
も
言
え
る
「
文
化
」。
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
自
ら
学
ぶ
「
生
涯
学
習
」。

６
月
に
福
智
町
文
化
連
盟
が
発
足
し
、
高
齢
者
大
学
も
開
講
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
の
接
点
を
探
っ
て
い
く
と
…　

見
え
て
き
た
の
は
「
生
き
が
い
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
活
動
や
声
を
ヒ
ン
ト
に
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
て
み
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
生
活
を
楽
し
く
、
さ
ら
に
は
、
生
き
方
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
秘
け
つ
を
特
集
で
探
り
ま
す
。

題
字
／
彩
雲 

書

　

幼
い
こ
ろ
は
ピ
ア
ノ
が
遊
び
道
具
だ

っ
た
と
い
う
長
崎
大
学
音
楽
科
４
年
の

世
良
舞
子
さ
ん
（
上
野
）。
就
学
直
前
か

ら
神
野
寿
美
恵
先
生
の
指
導
を
受
け
、

コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
た
練
習
で
は
、
何

度
も
く
や
し
涙
を
流
し
て
き
た
そ
う
で

す
。
そ
の
猛
練
習
が
、
多
数
の
入
賞
や

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
そ
し
て
自
信
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。「
演
奏
に
は
心
が
現
れ

ま
す
。
今
は
作
家
の
思
い
を
含
み
な
が

ら
想
像
力
を
働
か
せ
、
い
か
に
表
現
で

き
る
か
を
追

求
し
て
い
ま

す
」
と
世
良

さ
ん
。
レ
ッ

ス
ン
の
先
に

は
、
ス
テ
ー

ジ
に
送
ら
れ

る
大
き
な
拍

手
が
待
っ
て

い
ま
す
。

扌ショパンの曲を好む世良さん。いまレッスン
中の「幻想ポロネーズ」は、表現の難しい名曲。

ピ
ア
ノ
が
私
に
、
自
信
と

安
ら
ぎ
を
く
れ
た
。

演
奏

世
良 

舞
子
さ
ん



専門部会

４５

　

町
の
一
大
文
化
組
織
が

　

一
年
の
準
備
を
経
て
発
足

　

福
智
町
発
足
時
か
ら
、赤
池
・
金
田
・

方
城
の
３
つ
の
分
会
単
位
で
活
動
し

て
い
た
文
化
連
盟
。
旧
町
の
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
す
る
形
で
、
文
化
祭
や
発

表
会
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
が
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
合
併

直
後
か
ら
文
化
連
盟
の
統
一
が
模
索

さ
れ
、
お
よ
そ
１
年
の
準
備
期
間
を

経
て
、
つ
い
に
５
月
30
日
、
設
立
総

会
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

総
会
会
場
と
な
っ
た
中
央
公
民
館

金
田
分
館
に
は
、
教
室
や
サ
ー
ク
ル

な
ど
町
内
45
団
体
の
代
表
者
が
出
席
。

浦
田
町
長
と
桑
野
教
育
長
の
来
賓
あ

い
さ
つ
の
後
、
会
則
や
役
員
選
出
、

事
業
計
画
や
予
算
な
ど
の
議
案
が
審

議
さ
れ
、
こ
こ
で
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
連
盟
へ
の
加
入
申
し
込
み

が
随
時
行
わ
れ
、
６
月
20
日
現
在
で

61
団
体
か
ら
の
届
出
書
を
受
け
付
け
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
磨
き
を
増
す
ス
テ
ー
ジ
、
見
る
ほ
ど
に
た
め
息
を
つ
か
せ
感
性
に
訴
え
る
展
示
…　

そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
長

い
歴
史
を
も
ち
、
文
化
創
造
の
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
文
化
団
体
。
い
ま
、
町
の
文
化
が
ひ
と
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
集

い
、
輪
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
心
の
豊
か
さ
や
ゆ
と
り
、
そ
し
て
一
体
感
を
創
り
出
す
福
智
文
連
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

美
と
技
と
楽
し
さ
求
め
る
団
体
結
集

福
智
町
文
化
連
盟
つ
い
に
誕
生

私の生きがいステージ1

集い

■ 

旧
町
の
枠
を
超
え
一
本
化 

■

展
示
、
舞
台
発
表
、
一
般
教
養
な
ど

の
各
専
門
部
会
も
設
置
さ
れ
、
旧
町

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
ジ
ャ
ン
ル
の
団
体
が
集

い
、
町
の
一
大
文
化
組
織
が
誕
生
し

ま
し
た
。
今
後
は
各
専
門
部
が
主
体

と
な
り
、
文
化
祭
や
発
表
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

全
町
規
模
の
一
体
的
な
催
し
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
各
教
室
の
専
門
的
な

活
動
に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り
に
も

大
き
な
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

浦田 弘二 町長

　福智町文化連盟の発足は、
町の一体感を生む大きな足が
かりだと期待しています。多
くの方々を心豊かにしていた
だき、町全体に文化の花を咲
かせて欲しいと願っています。

桑野 隆泰 教育長

　念願であった福智町文化連
盟の発足を大変喜ばしく思い
ます。これを機に文化の輪を
さらに広げ「教育と文化の薫
り高いまちづくり」の先導的
役割を果たしていただきたい。

渡　正之 会長

　好きな事を楽しみながら輪
を広げられる。こんなに幸せ
な事はないと思います。若い
世代に受け継がれるような広
がりと深みのある活動にみん
なで取り組んでいきましょう。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
常
に
客
席

を
沸
か
せ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
。
専
門
部

会
の
舞
台
発
表
部
門
を
中
心
に
詳
細
が

企
画
さ
れ
ま
す
。
旧
町
ご
と
に
行
わ
れ

て
い
た
芸
能
発
表
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。
音
楽
部
門
や
芸
能
部
門
な
ど
の

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、
し
か
も
和

と
洋
の
雰
囲
気
も
異
な
り
ま
す
。
今
年

の
福
智
町
の
ス
テ
ー
ジ
に
注
目
で
す
。

　

町
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

文
化
が
た
く
さ
ん
埋
も
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
文
化
的
財
産
を
知
り
、
広

め
、
生
か
す
こ
と
も
福
智
町
文
化
連
盟

の
大
切
な
活
動
目
標
で
す
。
そ
こ
で
、

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
町
の
文
化
に

触
れ
て
い
た
だ
こ
う
と
「
ふ
る
さ
と
学

習
会
（
仮
題
）」
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
文
化

探
訪
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
専
門
部
会
の
展
示
部
門
を
中

心
に
詳
細
が
企
画
さ
れ
る
福
智
町
文
化

祭
。
昨
年
は
旧
町
ご
と
で
広
範
囲
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
一
本
化
か
、
従
来
ど

お
り
か
。
作
品
展
示
を
は
じ
め
、
関
連

す
る
イ
ベ
ン
ト
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
多
種
多
様
な
自

信
作
が
会
場
に
出
そ
ろ
う
こ
と
は
間
違

い
な
し
の
よ
う
で
す
。

役員会

展示部門

理事会

絵画・陶芸・書道・写真・水墨画・
短歌・俳句・茶道・手芸・華道・
園芸・工芸ほか

舞台発表部門

【音楽部門】邦楽・洋楽・大正琴・
詩吟・和太鼓・コーラスほか

【芸能部門】日舞・民踊・謡曲

仕舞・ダンス・郷土芸能ほか

【歌謡部門】歌謡ほか

一般教養部門

囲碁・将棋ほか

福
智
町
文
化
連
盟
組
織
体
系
図

　　　福智町文化連盟役員（敬称略）

会長 渡　　正之（上野）

副会長 長谷川京子（市場）

副会長 福田　　昌（金田）

副会長 山﨑　菊一（弁城）

事務局長 平野アキ子（市場）

事務局次長 日比生信孝（金田）

事務局次長 橋本　博行（伊方）

会計 東　眞須美（赤池）

監事 津村　妙子（金田）

監事 財津　政義（伊方）

常任理事 田村　孝子（赤池）

常任理事 池田　弘道（赤池）

常任理事 桑野　登美（金田）

常任理事 吉田　啓子（金田）

常任理事 田島　　靖（伊方）

常任理事 近藤　秀雄（伊方）

本年度の文連注目行事

◀さあ、いよいよ今
年から。福智町内の
文化・芸能が、同じ
場・同じステージに
立つ日が近づいてい
ます。こう、ご期待！

扌５月30日に開かれた町文化連盟の記念すべき設立総会

特集
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扌高齢者大学をはじめ赤池・方城地区でも精
力的に俳句を指導する池田一歩先生（写真左）

詠よ

む
事
が
思
考
を
高
め
る
。

自
然
に
さ
ず
か
っ
た
詩う

た

に
、

文
字
を
着
せ
て
ゆ
く
。

池田 一歩先生

　「自然に親しみながら自分の心の
世界を作る…　俳句は思考力や洞
察力を向上させてくれます」と語る
ホトトギス同人参与の池田一歩（利
文）先生（赤池）。長年にわたって
町内で俳句を指導してきました。
　「俳句は気持ちを『空

くう

』の状態に
して、心で感じ取ることが大切。『さ
ずかる』という感覚です。自分が
とらえたものを文字が着こなして
いるか、という点も大事にしていま
す」と一歩先生。出会いと感動を
生み、心の支えとなる身近な俳句
を広く伝え続けています。

［俳句］

扌６月に開いた新町通りでの個展も大盛況（詳
細24㌻）、記者から取材を受ける田代稔先生。

個
性
と
感
性
を
加
え
、

陰
影
を
浮
き
彫
り
に
。

画
風
の
深
化
を
追
求
す
る
。

田代　稔先生

　「彫刻刀が面白いようにサクサク
と動く時間が実に楽しい。今は躍
動感の表現を追求しています」。版
木に向かい、風景や人物などの陰
影を味わい深く表現する田代稔先
生（金田）。無駄な表現を削り、シ
ンプルで強い作品を生み出し続け
ています。「版画の作品はみんな違
っていい。それぞれが持つ視点や
個性、作風の生かし方が大切なん
です」と田代先生。中学校校長退
職後に始めた版画歴は25年、今
や日本版画院同人として版画界の
代表的作家陣に名を連ねています。

［版画］

扌笑顔を絶やさず、デイケアセンターはなで
月２回40人を指導する長谷川先生（写真右上）

感
動
の
共
有
を
大
切
に
。

喜
ぶ
人
の
笑
顔
は
、

お
金
に
は
変
え
ら
れ
な
い
。

長谷川 ムツ子先生

　「自分も楽しめ、人からも喜ばれ
る。感動を共有できることが生きが
いです」と語る押し花歴11年の長
谷川ムツ子先生（市場）。茶道や書
道なども続けましたが、68歳で運
命的に押し花と出会い、５年前から
町内で指導しています。「花と遊び、
美しさや可憐さを感じる。その大切
さを伝えています。押し花の時間は
神経痛も忘れるんですよ」と長谷
川先生。材料収集は自宅をはじめ
県外へも出向きます。「喜ぶ人の笑
顔はお金に変えられない」と、ボラ
ンティアで手ほどきをしています。

［押し花］

扌毎週金曜日にほのぼの館で指導にあたる久
冨キクヱ先生。教室は終始和やかムードです。

上
達
す
る
コ
ツ
、

長
く
続
け
る
秘
け
つ
は

何
よ
り
好
き
で
あ
る
こ
と
。

久冨 キクヱ先生

　町内での指導は20年以上にな
る久冨キクヱ（中山芳菊）先生（弁
城）、中山流準師範で民踊歴は40
年以上になります。「踊りは、頭か
らつま先まで神経を行き届かせな
いと線がブレてしまいます。極め
ようとすれば厳しさがつきものです
が、生徒には無理せず、健康づく
りの一環として楽しんで欲しい」と
久冨先生。ご自身も踊りを始めて
からは一度も病気をしたことがあ
りません。「上達と継続には『好き
であること』が何より」と、踊りの
楽しさを広めている久冨先生です。

［民踊］

扌歌謡教室でも長年指導している歌唱審査
士の久冨さん、十八番は北島三郎の「まつり」。

色
彩
よ
り
自
然
本
意
。

無む

の
心
で
花
と
対
話
し
、

小
さ
な
風
景
を
生
み
出
す
。

久冨 慶太郎先生

　花を見た瞬間、生花の造形がパ
ッとひらめくという久冨慶太郎（専
慶）先生（弁城）。華道歴は60年
以上、遠方からも華道の指導者が
習いに来るという専正池坊の日本
華督です。山や川など、自然の風
景を参考にしながら、手元の花木
を駆使して、目の前に小さな風景
を創り出していきます。「日本の生
花は色彩本意ではなく自然本意。
花と話をしながら生けるのが、た
まらなく楽しい」と久冨先生。「無」
の状態で花の心を感じることのす
ばらしさを表現しています。

［華道］

町
に
は
一
芸
に
秀
で
た
指
導
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
か
つ
て
自
ら
が
学
ん
で
き
た
よ
う
に
、
得

た
も
の
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
脈
々
と
息
づ
く
伝
承
こ
そ
が
、
生
涯
学
習
や
町
の
文
化

の
礎
。
そ
の
熟
練
の
先
に
見
え
た
も
の
は
何
な
の
か
…  

５
人
の
先
生
方
の
想
い
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

先
生
た
ち
の
信
条
と
心
情

大
切
に
す
る
も
の
、
伝
え
た
い
こ
と

私の生きがいトーク1

想い

■ 

指
導
者
の
こ
だ
わ
り
と
探
求 

■

特集

木洩れ日／ Minoru Tashiro
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30
年
以
上
も
の
歴
史
を
誇
る
高
齢
者
大
学
。
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
半
年
間
の
講
座
が
教
育
委
員
会
主
催
で

幕
を
開
け
ま
し
た
。
福
智
町
と
し
て
の
一
体
感
が
倍
増
さ
れ
た
本
年
度
の
講
義
。
町
内
50
歳
以
上
の
か
た
が

楽
し
み
な
が
ら
学
び
、自
分
を
磨
く
…　

喜
び
と
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

町
内
最
大
規
模
の「
学
び
の
社
交
場
」

福
智
町
高
齢
者
大
学
が
開
講

私の生きがいステージ２

ふれあい

■ 

50
歳
以
上
、
２
６
５
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
始
ま
る 

■

　

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら

　

人
生
の
成
熟
と
教
養
を
高
め
る

　
「
あ
ら
、
お
久
し
ぶ
り
。
お
元
気
で
し
た
？
」。

　

会
場
の
客
席
か
ら
再
会
に
は
ず
む
声
が
響
い

た
６
月
５
日
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
。
町
内
の
50

歳
以
上
、
２
６
５
人
が
受
講
す
る
町
内
最
大
規

模
の
学
び
の
社
交
場
が
、
こ
の
日
開
か
れ
ま
し

た
。
１
９
２
人
の
受
講
生
が
出
席
す
る
な
か
、
福

智
町
高
齢
者
大
学
開
講
式
が
盛
大
に
幕
開
け
。
昨

年
度
ま
で
は
旧
町
の
特
色
が
色
濃
く
、
赤
池
は
養

命
大
学
、
金
田
は

生
き
が
い
健
康
教

室
、
方
城
は
老
人

大
学
と
し
て
実
施

さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
か
ら

は
「
福
智
町
高
齢

者
大
学
」
と
し
て

統
一
し
た
名
を
掲

げ
、
よ
り
全
体
の

一
体
感
が
深
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
都
合
上
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
３
会
場

で
主
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
統
一
講
義
の
開
催
が

２
回
、
閉
校
式
前
に
は
全
体
で
の
「
日
帰
り
バ
ス

研
修
」
も
企
画
さ
れ
る
な
ど
、
受
講
者
全
員
に
よ

る
ふ
れ
あ
い
の
場
も
倍
増
。
11
月
ま
で
、
お
よ
そ

半
年
に
わ
た
り
、
15
の
専
門
講
座
が
16
回
、
３
会

場
そ
れ
ぞ
れ
で
一
般
教
養
の
講
義
が
６
回
、
延
べ

２
６
１
回
の
学
び
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
回
何
か
の
発
見
が
あ
り
、
新
し
い
自
分
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
る
高
齢
者
大
学
。
交
流
し
な
が

ら
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
、
知
識
を
深
め
人
生
の
成
熟

度
を
増
す
…　

卒
業
の
な
い
大
学
が
、
勢
い
よ
く

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

扌６月５日に地域交流センターで開催された福智町高齢者大学の開講式、受講生と講師が対面。 扌午前中の講義は月に２回、各３会場で行われています。

　

赤
池
会
場
の
「
民
踊
教
室
／
白
橋

靖
代
先
生
」
で
は
日
本
の
伝
統
芸
能

で
あ
る
民
踊
を
し
な
や
か
に
、
方
城

会
場
の
「
ダ
ン
ス
教
室
／
中
山
秀
夫

先
生
・
玉
木
エ
ミ
子
先
生
」
で
は
社

交
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
で
軽
快
に
踊

り
ま
す
。
和
と
洋
の
踊
り
で
、
姿
勢

も
正
し
く
な
り
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
も
役
に
立
つ
書
、
美

し
い
字
は
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

書
く
こ
と
で
脳
の
前
頭
前
野
が
活
性

化
さ
れ
、
認
知
症
の
予
防
効
果
も
期

待
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
池
会
場
で
は
「
ペ
ン
習
字
教
室

／
有
川
信
子
先
生
」、
方
城
会
場
で

は
「
書
道
教
室
／
近
藤
秀
雄
先
生
」

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

声
を
出
す
こ
と
で
肺
活
量
が
増
え
、

血
行
が
良
く
な
り
、
ス
ト
レ
ス
も
発
散

で
き
ま
す
。
音
楽
療
法
に
あ
る
よ
う
に
、

歌
は
心
身
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

赤
池
会
場
で
は
「
民
謡
教
室
／
川
野

ナ
オ
コ
先
生
」、
金
田
会
場
で
は
「
歌

謡
教
室
／
木
下
行
則
先
生
」、
方
城
会

場
で
は
「
コ
ー
ラ
ス
教
室
／
桑
野
紀
子

先
生
」、「
歌
謡
教
室
／
工
藤
孝
子
先
生
」

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

金
田
会
場
の
「
陶
芸
教
室
／
日
比

生
信
孝
先
生
」
で
は
丁
寧
な
指
導
に

よ
る
手
び
ね
り
の
作
陶
が
楽
し
め
ま

す
。
方
城
会
場
の
「
園
芸
教
室
／
加

来
浅
夫
先
生
」
で
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

や
庭
木
、
作
物
栽
培
な
ど
幅
広
い
知

識
や
技
法
が
学
べ
ま
す
。
ど
ち
ら
の

教
室
も
創
作
へ
の
意
欲
を
ぐ
ん
と
向

上
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
は
無
理
な
い
ペ
ー

ス
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
最
適
。
運

動
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

赤
池
会
場
で
は
「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

教
室
／
進
悦
子
先
生
」、
金
田
会
場

で
は
「
健
康
教
室
／
吉
田
操
先
生
・

中
山
秀
夫
先
生
・
富
永
幸
子
先
生
」、

「
弓
道
教
室
／
松
山
範
昭
先
生
」
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
見
た
こ
と

を
心
で
感
じ
取
っ
て
表
現
す
る
俳
句
。

日
ご
ろ
の
視
点
が
変
わ
っ
た
り
広
が
っ

た
り
と
、
生
活
や
心
の
支
え
に
な
り
、

自
分
を
知
り
、
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
の
時
の
情
景
を
詩
に
映
し

出
す
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

赤
池
会
場
と
方
城
会
場
の
両
会
場
で

「
俳
句
教
室
／
池
田
一
歩
先
生
」
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

特集
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たくさんの芸術や学びの機会がある中で、偶然とも必然とも感じられる一芸への出会いが、
ときにその人の人生を変えていきます。
興味のあることに思い切って飛び込めば、日常に彩りが加わる…
はじめたばかりの人、面白みが増している人、壁に向き合う人、極めようとする人。
いま熱中する姿で輝く、７人のかたにお話を聞きました。

私の人生を彩る一芸
今もこれからも輝く熱中時代 ■ 趣味で華やぐマイライフ ■

　

３
月
末
に
生
ま
れ
た
莉り

音の
ん

ち
ゃ
ん
と
２
歳
の
茉ま

優ひ
ろ

ち
ゃ
ん
を
連
れ
、
６
月
初
回
の
練
習
に
出
産
後

初
参
加
し
た
木
戸
敬
子
さ
ん
（
金
田
）。
結
婚
を

機
に
熊
本
市
か
ら
転
入
し
た
た
め
、
近
く
に
友
人

が
い
な
い
環
境
に
、
少
し
心
細
い
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
義
母
の
勧
め
で
昨
年
９

月
か
ら
コ
ー
ル
カ
ナ
ダ
に
参
加
。「
学
生
時
代
は
合

唱
部
で
し
た
。
み
ん
な
で
心
を
合
わ
せ
て
歌
う
機

会
が
う
れ
し
い

で
す
。
声
を
出

す
と
ス
ッ
キ
リ

す
る
し
、
生
活

に
も
ハ
リ
が
出

ま
す
」
と
木
戸

さ
ん
。
晴
れ
や

か
な
表
情
で
歌

声
を
響
か
せ
て

い
ま
し
た
。

扌大塚玲子先生の熱心な指導によるコールカ
ナダ、20人が美しいハーモニーを醸し出します。

歌
声
と
心
を
合
わ
せ
て

気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
。

合
唱

木
戸 

敬
子
さ
ん

　
「
草
木
に
水
を
あ
げ
る
と
ス
ッ
と
し
ま
す
。
花

も
喜
ん
で
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
と
て
も
す

が
す
が
し
い
で
す
」。
２
年
前
か
ら
方
城
高
齢
者

大
学
の
園
芸
教
室
に
通
う
白
石
ナ
チ
ヨ
さ
ん
（
伊

方
）。
教
室
で
は
植
物
の
特
性
や
栽
培
の
技
法
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
自
宅
の
庭
の
彩
り
も
、
畑
で

栽
培
す
る
季
節
野
菜
の
種
類
も
い
っ
そ
う
増
え
ま

し
た
。「
人
間
も
野
菜
も
同
じ
で
す
。
接
し
た
だ
け

の
愛
情
と
時
間

に
応
え
て
く
れ

ま
す
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
白
石

さ
ん
。
植
物
の

命
を
は
ぐ
く
み

な
が
ら
、
自
ら

の
生
き
が
い
づ

く
り
に
も
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

扌中古門老人会でみなさんと植えた色とりど
りの花々、白石さんの心を和ませる風景です。

接
し
た
だ
け
の
時
間
と

愛
情
に
応
え
て
く
れ
る
。

園
芸

白
石 

ナ
チ
ヨ
さ
ん

　

伝
統
的
作
法
を
知
ろ
う
と
社
会
人
で
茶
道
を
始

め
た
久
原
佳
子
さ
ん
（
市
場
）。
経
験
を
重
ね
る
に

つ
れ
視
野
が
広
が
り
、
自
分
を
見
直
す
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
と
言
い
ま
す
。
茶
名
拝
受
を
目
標
に
練

習
を
重
ね
、
今
は
当
初
の
楽
し
さ
よ
り
も
、
日
本

文
化
が
凝
縮
さ
れ
た
茶
道
の
奥
深
さ
を
痛
感
し
て

い
る
そ
う
で
す
。「
知
る
こ
と
で
楽
し
み
も
増
え
ま

し
た
。
日
常
生
活
で
茶
道
に
通
じ
る
場
面
に
触
れ

る
と
う
れ
し
い

で
す
」
と
久
原

さ
ん
。
楽
し
い

お
茶
か
ら
知
り

た
い
お
茶
へ
、

そ
し
て
今
は
感

じ
る
お
茶
と
し

て
学
び
つ
つ
、

感
性
を
磨
い
て

い
ま
す
。

扌裏千家辻村社中に通う久原さん、辻村榮子
先生から作法と思いやりの心を学んでいます。

自
分
を
見
つ
め
な
が
ら
、

四
季
を
感
じ
、
感
性
を
磨
く
。

茶
道

久
原 

佳
子
さ
ん

　
「
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
土
に
向
か
っ

て
い
る
と
、
時
間
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
」。
金
田
文
化
祭
で
陶
芸
作
品
に
心
打
た
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
昨
年
か
ら
金
田
高
齢
者
大
学
の

陶
芸
教
室
に
足
を
運
ぶ
井
上
綾
子
さ
ん
（
弁
城
）。

そ
れ
ま
で
見
る
側
の
立
場
だ
っ
た
金
田
文
化
祭
に

昨
年
初
出
品
し
ま
し
た
。「
恥
ず
か
し
さ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
反
響
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
振

り
返
る
井
上
さ

ん
。「
作
陶
は

難
し
い
分
だ
け

達
成
感
も
あ
り

ま
す
。
今
は
陶

芸
が
新
た
な
生

き
が
い
」
と
、

さ
ら
に
意
欲
的

な
２
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。

扌昨年アジサイの葉をモチーフに作った組皿
は、作陶１年目とは思えない見事な出来映え。

見
る
側
か
ら
作
る
立
場
に
、

作
陶
中
は
無
我
夢
中
。

陶
芸

井
上 

綾
子
さ
ん

　
「
前
よ
り
思
い
ど
お
り
に
書
け
る
の
で
楽
し
い
」。

ス
ラ
ス
ラ
と
半
紙
に
筆
を
滑
ら
せ
る
末
藤
良
太
さ

ん
（
市
場
・
高
２
）。
転
入
を
機
に
小
５
か
ら
書
道

を
始
め
ま
し
た
。
４
月
に
は
墨
美
書
道
展
の
中
国

駐
大
使
館
賞
を
受
賞
し
、
全
九
州
新
春
書
道
展
で

も
入
選
す
る
腕
前
。「
人
が
見
た
瞬
間
に
何
か
を

感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
字
を
書
き
た
い
」
と
東
眞
須

美
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
空
間
や
字
の
存

在
感
を
出
す
よ

う
心
が
け
て
い

ま
す
。「
自
分

に
と
っ
て
書
は

特
技
で
も
あ

り
生
き
が
い
で

す
」。
集
中
し

て
書
き
終
え
た

後
に
、
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

扌東先生の指導を受ける末藤さん、日頃から
素直な視点で感動する心を大切にしています。

見
た
瞬
間
に
、
何
か
を

感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
書
を
。

書
道

末
藤 

良
太
さ
ん

　

写
真
歴
は
30
年
、
各
展
覧
会
で
入
選
を
重
ね
る

杉
永
博
人
さ
ん
（
金
田
）。
独
自
の
作
風
で
あ
る
抽

象
的
な
ヌ
ー
ド
は
、
杉
永
さ
ん
が
表
現
の
限
界
を

感
じ
た
と
き
に
た
ど
り
着
い
た
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。

「『
や
み
く
も
に
撮
っ
て
は
い
け
な
い
。
主
張
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
自
分
の
路
線
は
変
え

る
な
』
と
指
摘
さ
れ
、
悩
み
抜
い
た
あ
げ
く
こ
の

表
現
が
浮
か
び
ま
し
た
。
画
家
の
マ
チ
ス
の
作
品

に
も
影
響
さ
れ

ま
し
た
」
と
杉

永
さ
ん
。「
創

撮
」
を
テ
ー
マ

に
、
人
の
内
面

的
な
美
し
さ
を

と
ら
え
る
写
真

家
を
目
指
し

て
、
撮
影
を
続

け
て
い
ま
す
。

扌砂漠やオアシスなど人体で大自然を表現す
る杉永さん。目標はピカソの絵のような写真。

「
創
撮
」
を
テ
ー
マ
に
、

内
面
的
な
美
を
写
し
た
い
。

写
真

杉
永 

博
人
さ
ん

　

油
絵
歴
15
年
の
笠
淳
一
さ
ん
（
弁
城
）。
北
九

州
市
美
術
展
の
市
議
会
議
長
賞
を
は
じ
め
、
田
川

美
術
展
で
３
回
の
最
高
賞
受
賞
な
ど
、
多
数
の
実

績
を
誇
り
ま
す
。
定
年
後
は
絵
画
一
筋
で
、
北
九

州
市
の
加
来
保
先
生
や
直
方
市
の
阿
部
平
臣
先
生

な
ど
、
偉
大
な
師
に
も
巡
り
会
い
ま
し
た
。「
年

齢
も
忘
れ
て
没
頭
し
て
い
ま
す
。
コ
レ
が
あ
る
か

ら
元
気
が
保
て
る
。
本
来
の
自
分
を
取
り
戻
し
た

よ
う
な
感
じ
で

す
」
と
笠
さ
ん
。

教
え
て
欲
し
い

と
の
声
も
聞
か

れ
ま
す
が
「
ま

だ
ま
だ
自
分
を

磨
き
た
い
」
と
、

制
作
に
没
頭
す

る
日
々
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

扌奈良県に足を運んで描いた笠さんの最新作
「金剛力士阿形」。現在、一対の吽形を作成中。

絵
で
本
来
の
自
分
を

取
り
戻
せ
た
気
が
す
る
。

絵
画

笠　

淳
一
さ
ん

私の生きがいトーク2

出会い

特集



で
す
か
ら
、自
分
で
選
ん
で
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ
、

自
分
の
た
め
の
学
習
だ
と
言
え
ま
す
。

　

学
校
で
の
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
生
涯
そ
の
も
の

が
学
習
の
舞
台
。
心
の
豊
か
さ
、
す
な
わ
ち
、
生
活

の
楽
し
み
や
生
き
が
い
を
求
め
る
学
習
や
活
動
が
、

今
の
時
代
、
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
社

会
の
動
き
に
合
わ
せ
て
情
報
を
取
り
込
み
、
身
に
つ

け
て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

団
塊
の
世
代
の
み
な
さ
ん
は
特
に
、
与
え
ら
れ
た
時

間
を
自
分
の
た
め
に
ど
う
使
う
か
が
、
第
二
の
人
生

を
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

13

守
田 

綾
子 

さ
ん
（
金
田
）

　

生
き
が
い
づ
く
り
は
幸
せ
づ
く
り
。
生
き
が
い
を

も
つ
こ
と
は
大
き
な
幸
せ
で
す
。
自
分
が
好
き
な
も

の
や
や
り
た
い
こ
と
、
幸
福
感
を
得
ら
れ
る
も
の
が
、

生
き
が
い
と
呼
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
例
え
ば
、
一
日
の
終
わ
り
に
ビ
ー
ル
を
飲
む
瞬

間
で
あ
っ
た
り
、
子
ど
も
の
寝
顔
を
見
て
心
和
ん
だ

り
…　

と
い
う
よ
う
な
小
さ
な
も
の
か
ら
、
人
生
を

掛
け
る
に
値
す
る
大
き
な
も
の
ま
で
、
幅
広
く
含
ま

れ
ま
す
。
生
き
が
い
は
、
夢
や
目
標
で
あ
っ
た
り
、

人
の
役
に
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
自
分
を
活
か

せ
る
こ
と
や
充
実
感
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
さ
ま

ざ
ま
。
知
る
喜
び
、
考
え
る
喜
び
、
感
動
す
る
喜
び
、

出
会
う
喜
び
。
そ
れ
ら
を
感
じ
と
れ
る
心
を
自
分
が

も
て
る
か
も
て
な
い
か
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
生
き
が
い
を
感
じ
る
な
ら
、
よ
り
大
き

な
も
の
の
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。
町
の
公
民
館
や
文

化
連
盟
の
教
室
で
は
、
多
種
多
様
な
生
涯
学
習
の
機

会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
生
涯
学
習
」
と
は
、
生

き
が
い
の
あ
る
、
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
自

分
か
ら
進
ん
で
行
う
学
習
の
こ
と
。
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、

趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
自
分
の
生
活
や

生
き
方
を
楽
し
く
、
豊
か
に
す
る
た
め
の
活
動
で
す
。

　

今
年
も
和
や
か
な
表
情
で
高
齢
者
大
学
を
受
講
す
る
守
田
綾
子
さ
ん
92
歳
。
昭
和

55
年
ご
ろ
か
ら
公
民
館
教
室
に
参
加
し
、
金
田
の
生
き
が
い
健
康
教
室
に
は
開
設
時

か
ら
足
を
運
び
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
趣
味
の
枠
と
交
友
の
輪
を
広
げ
、
高

齢
者
大
学
を
生
き
が
い
に
日
々
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。「
教
室
で
は
み
な
さ
ん
が
よ

く
し
て
い
た
だ
き
、
応
援
し
て
く
れ
ま
す
。
元
気
で
い
ら
れ
る
の
は
教
室
の
お
か
げ
。

毎
年
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
木
曜
日
が
待
ち
遠
し
い
」
と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
ま

し
た
。
守
田
さ
ん
に
と
っ
て
「
来
年
も
ま
た
元
気
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
言
葉

が
心
の
支
え
。
毎
年
開
講
日
に
合
わ
せ
て
体
調
を
管
理
し
て
い
ま
す
。「
夫
を
亡
く

し
た
さ
み
し
さ
を
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
た
の
も
、
今
を
生
き
る
励
み
を
く
れ
る
の
も
こ

の
高
齢
者
大
学
。
習
う
こ
と
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
癒
さ
れ
ま
す
。
お
か
げ
で
毎
日
が

楽
し
い
」。
そ
の
表
情
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
作
品
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
守
田
さ
ん
の
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
は
今
も
な
お
充
実
し
続
け
て
い
ま
す
。

い
つ
い
つ
ま
で
も
生
涯
学
習

─
楽
し
く
学
び
続
け
る
、と
い
う
喜
び
。

特
集

楽

扌 高齢者大学では数年前から歌謡を選択。「人前で歌ったことがなかっ
たので心配でしたが、今は楽しくてしょうがありません」と守田さん。

扌
こ
れ
ま
で
、
三
味
線
、
水
墨
画
、
陶
芸
、
日
本
舞
踊
、

園
芸
、
社
交
ダ
ン
ス
、
健
康
体
操
、
歌
謡
と
、
趣
味
や

学
習
の
枠
を
広
げ
て
き
た
守
田
さ
ん
。
手
作
り
の
作
品

に
は
当
時
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。 　金田体育館ができた

当初に習っていたという
水墨画。お気に入りの

「ほおずき」の絵を手に。

高
齢
者
大
学
最
高
齢
の
92
歳

　

そ
こ
で
出
会
っ
た
生
き
が
い
が
、
好
き
な
こ
と
や

楽
し
め
る
こ
と
で
あ
れ
ば
な
お
幸
せ
。
生
涯
に
わ
た

っ
て
楽
し
く
学
ぶ
「
生
涯
学
習
」
と
い
う
よ
り
「
生

涯
楽★

習
」
的
な
感
覚
で
、
の
ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
あ
な
た
の
人
生
を

変
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

生
き
が
い
の
場
に
し
ま
せ
ん
か
。

【文連盟加盟団体募集】福智町文化連盟では、町内の加盟団体
を募集しています。加入負担金は年額３千円、５人以下の団体
は１人あたり５百円です。教育委員会にある届書に必要事項を
明記のうえ申請してください。詳細はお問い合わせください。
▶なお、文化連盟加盟団体に参加を希望されるかたへの教室紹
介も行っています。こちらも、お気軽にお問い合わせください。
問 福智町文化連盟事務局（教育委員会生涯学習係）☎ 28-2046

【高齢者大学受講受付】高齢者大学の受講も受け付けます。受
講料は年額１千円。教室の確認など事前にお問い合わせください。
問 福智町中央公民館 公民館係  ☎ 28-4100
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福

町の入札制度改革が始動
一般競争入札制度導入　問 財政課指導調整係▶☎ 22-7771

第
４
回
弁
城
夏
祭
り
「
ミ
ス
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場
者
募
集

「
ふ
じ
湯
の
里
」
３
代
目
藤
姫
に
な
り
ま
せ
ん
か

気
ス
ポ
ッ
ト
、
ほ
う
じ
ょ
う
温
泉
ふ

じ
湯
の
里
を
舞
台
に
し
た
「
第
4
回

弁
城
夏
祭
り
」
が
、
８
月
26
日 

日 

に
開
か
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
る
「
ミ
ス
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
」。
ふ
じ
湯

の
里
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ち
な
ん
だ

「
藤と

う
ひ
め姫
」
を
決
め
る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
、
今
年
も

行
わ
れ
ま
す
。
今
回
、
こ
の
「
ミ
ス
浴
衣
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。
優
勝
者
は
、

３
代
目
藤
姫
と
し
て
ふ
じ
湯
の
里
で
の
各
種
行
事

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
ミ
ス
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
要
項
】

応
募
資
格　

18
歳
～
30
歳
ま
で
の
独
身
女
性
（
町

内
外
不
問
）
で
、
８
月
５
日 

日 

14
時
と
８
月
26
日 

日 

17
時
に
ふ
じ
湯
の
里
に
来
館
で
き
る
人
。

人 人材育成の新たな取り組み
自治体初・安川電機に町職員派遣

←入札契約制度
改革に伴う業者
説明会には、約
250 人が出席。

国の未来を決める参院選挙
第 21 回参議院議員通常選挙  7月29日 日

月 29 日は、参議院議員選挙の投票日です。みなさ
んの意見をその一票に託し、必ず投票しましょう。
投票会場には選挙管理委員会から送られる入場ハガ

キを持参してください。紛失した場合でも、免許証等の証明書
があれば投票することができます。公示日は 7 月12日 木です。
　詳しい内容は 7 月 20 日ごろに配布される選挙広報をご参照
ください。広報紙と同じ方法で配布しますので、行政区に未加
入の世帯分は、本庁と赤池・方城の各支所に配置しています。

選挙日　7月29日 日　7：00 ～ 20：00
投票できる人　満 20 歳以上（昭和 62 年 7 月 30 日までの出

生者）で、平成 19 年 4 月 4 日からひきつづき福智町に住民基

本台帳の登録がある人。

【期日前・不在者投票】

日時　7 月 13 日 金 ～ 7 月 28日 土　8：30 ～ 20：00

場所　金田保健センター（金田駅裏付近）

※ 選挙区選出選挙と比例代表選挙を同時に行います。
選挙区選出選挙…福岡県を 1 つの選挙区として実施し、候補
者名で投票します。今回の改選数は 2 人です。
比例代表選挙…政党の候補者名簿に搭載された候補者、また
は政党のいずれかを投票します。今回の改選数は 48 人です。
問 福智町選挙管理委員会▶☎ 22-0555
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員の資質向上を目的として、福智町では本年度から
民間企業などへの職員派遣制度を導入しています。
4 月に派遣したトヨタ自動車九州株式会社（松村俊

明）と福岡県庁（ ）に続き、6 月 1 日から安川電機行
橋事業所に職員を派遣しています。安川電機の自治体職員受
け入れは、これが初めてのことです。派遣されることになった
桑野清一（役場勤務 3 年目）は「自分の視野を広げ、福智町
役場に新たな視点を持ち帰りたいです」と意欲的。安川電機
に派遣の受け入れを要請した浦田町長も「民間の工夫と活力
を身に付け、その経験を住民サービスや行政運営に生かして
ほしい」と声援を送りました。福
智町ではよりよい行政サービスの
推進を図り、今後も職員派遣や研
修を充実させ、将来的な人材育成
に力を入れていく方針です。

職

市
場
地
区
用
水
路
床
版
設
置
工
事
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求　
問 

監
査
事
務
局
▼
☎
２
２-

７
７
７
２

町
監
査
委
員
に
よ
る
監
査
結
果
報
告
書
ま
と
ま
る

方
自
治
法
第
２
４
２
条
に
基
づ
く

住
民
監
査
請
求
が
３
月
28
日
に
町

監
査
委
員
に
提
出
さ
れ
、
５
月
15

日
に
監
査
結
果
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

要
旨
要
点
▼【
監
査
請
求
】
❶ 

市
場
地
区
用
水
路
床

版
設
置
工
事
は
即
中
止
し
、
原
状
に
戻
す
こ
と

を
請
求
す
る
。
❷ 

こ
の
工
事
を
発
注
し
た
責
任

者
で
あ
る
町
長
・
助
役
・
赤
池
支
所
地
域
建
設
課

長
は
、
委
託
費
73
万
５
千
円
と
今
後
支
出
予
定

の
４
８
６
万
１
千
５
百
円
、
原
状
回
復
に
か
か
る

費
用
の
全
額
を
町
に
返
還
す
る
こ
と
を
請
求
す

る
。
❸ 

工
事
金
額
を
膨
ら
ま
せ
た
こ
と
に
対
す

地

そ
れ
で
は
、

ニ
ュ
ー
ス
を

お
伝
え
し
ま
す
。

夏
は
“
涼
”
を

感
じ
る
白
糸
の
滝
が

オ
ス
ス
メ
で
す
。

る
外
部
か
ら
の
圧
力
の
疑
惑
の
究
明
を
要
求
。

【
判
断
】
❶ 

本
工
事
は
現
在
中
止
し
、
原
状
に
戻

す
こ
と
を
町
は
決
定
し
て
い
る
た
め
判
断
に
つ
い

て
は
行
わ
な
い
。
❷ 

住
民
に
対
す
る
利
便
性
の

後
退
や
危
険
性
の
増
大
な
ど
を
考
え
る
と
、
工

事
そ
の
も
の
が
不
当
で
あ
る
。
❸ 

疑
惑
の
解
明

は
、本
法
の
趣
旨
を
逸
脱
し
て
お
り
、棄
却
す
る
。

【
勧
告
】
監
査
の
結
果
請
求
に
理
由
が
あ
る
と
認

め
、
福
智
町
長
に
対
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
勧
告
。
❶ 

返
還
額
▼
工
事
設
計
委
託
料
、

工
事
代
金
、
原
状
回
復
に
か
か
る
費
用 

❷ 

返
還

期
限
▼
平
成
19
年
８
月
31
日

→ 安川電機行橋事業所総
務課で事務処理などを担
当し、企業経営のノウハ
ウを学ぶ桑野清一主事。

投票所 対象地区

第１投票所／金田体育館 旧金田町管内

第２投票所／方城中学校 伊方地区（一部除く）

第３投票所／方城支所 伊方地区の一部・弁城地区

第４投票所／上野小学校 上野地区

第５投票所／中央公民館 赤池地区・市場地区

第６投票所／中央公民館 中尾地区・ニュータウン地区

工
事
請
負
契
約
辞
退　
問 

総
務
課
庶
務
係
▼
☎
２
２-

０
５
５
５

政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
く
辞
退
届
の
提
出

が
行
う
工
事
の
請
負
を
し
て
い
た

有
限
会
社
辰
島
工
業
の
辞
退
届
が
、

５
月
８
日
に
植
田
年
昭
議
員
か
ら

大
島
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

福
智
町
政
治
倫
理
条
例
に
従
っ
た
も
の
で
、
第

16
条
の
「
町
工
事
等
に
関
す
る
遵
守
事
項
」
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。
第
16
条
に
は
「
町
長
等
及

び
議
員
の
配
偶
者
、
１
親
等
以
内
又
は
同
居
の

親
族
、
町
長
等
及
び
議
員
が
役
員
を
し
て
い
る

企
業
並
び
に
町
長
等
及
び
議
員
が
実
質
的
に
経

営
に
携
わ
っ
て
い
る
企
業
は
、
地
方
自
治
法
の
趣

旨
を
尊
重
し
、
町
が
行
う
工
事
等
の
請
負
契
約
、

町

下
請
工
事
、
事
務
委
託
契
約
及
び
一
般
物
品
納

入
契
約
を
辞
退
し
、
町
民
に
疑
惑
の
念
を
生
じ

さ
せ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
該

当
者
は
30
日
以
内
に
辞
退
届
を
提
出
）
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
平

成
18
年
3
月
6
日
で
し
た
が
、
第
16
条
の
規
定

は
「
福
智
町
発
足
後
最
初
の
町
議
会
議
員
選
挙

後
に
効
力
を
発
す
る
」
と
い
う
経
過
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
植
田
年
昭
議
員

の
1
親
等
以
内
の
親
族
が
辰
島
工
業
の
経
営
に

携
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
回
す
み
や
か
に
辞

退
届
が
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

2 代目藤姫は田中絵里
菜さんでした。藤姫の
結果発表のほか、ユニー
クな催し満載の「弁城夏
祭り」の詳細は8月号で。

応
募
方
法　

ふ
じ
湯
の
里
館
内
に
あ
る
ミ
ス
浴
衣

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
用
紙
に
記
載
し
、
応
募
箱
に
投

か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
写
真
が
必
要
で
す
。

※
指
定
の
方
法
以
外
で
の
エ
ン
ト
リ
ー
は
一
切
無

効
で
す
。
応
募
資
料
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

応
募
締
切　

７
月
31
日 

火

賞
品　

ほ
う
じ
ょ
う
温
泉
ふ
じ
湯
の
里
よ
り
、
１

次
審
査
通
過
の
５
人
に
温
泉
無
料
チ
ケ
ッ
ト
10
枚
、

優
勝
者
に
は
賞
金
３
万
円
を
贈
呈
。

審
査
方
法　

１
次
審
査
で
５
人
選
考
し
、
連
絡
い

た
し
ま
す
。
そ
の
後
の
日
程
は
次
の
と
お
り
。

８
月
５
日 

日 

浴
衣
で
写
真
撮
影
▼
８
月
10
日 

金 

館
内
投
票
箱
に
て
一
般
投
票
▼
８
月
26
日 

日 

弁
城

夏
祭
り
で
審
査
員
票
を
加
算
し
、
結
果
発
表
。

問 

弁
城
お
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

「
麺
処 

弁
天
」
加
来
さ
ん
▼
☎（
２
２
）２
２
８
０

智町では、6 月から筑豊地域で初めてとなる一般競
争入札を試行的に導入しました。談合防止を目的と
し、段階的に対象工事を拡大しながら実施するもの

です。今回は予定価格 2 千 5 百万円（建築一式は 5 千万円）
以上の工事に導入し、9 月からは 1 千 2 百万円以上、最終的
には 5 百万円以上に引き下げる目標を掲げています。指名競争
入札から一般競争入札に切り替えることで福智町の入札は、競
争性、透明性、客観性、公平・公正を確保したものとなりますが、
さらに競争性、透明性などを確保するため今後も改革を行なっ
ていきます。入札結果などは町ホームページに随時掲載します。
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　「わが町福智支え愛隊」大募集。なんか変な言葉だなあとお
思いでしょう。わたしたちの福智町は、赤池・金田・方城の
三町が合併して生まれました。発足したばかりで住民のみなさ
まには大変ご迷惑とご不自由をおかけしていることだと思いま
す。町といたしましても職員一同一丸となって新しいまちづく
りを模索いたしておりますが、これからのまちづくりには、「み
なさまがた一人ひとりの参加・参画が必要不可欠」です。
　町は今、高齢化率30％、出生は年間234人（平成18年度）。
まさに、少子高齢の最先端を走っていると言えます。しかも、
旧産炭地不況からの脱却もままならず、このままでいいのだろ
うかという不安が募るばかりです。そこで、この度福智町では、
「福智町地域再生計画・人権と福祉のまちづくり総合計画」を
作成し、なんとかこの難局を突破したいと考えております。地
域再生とか地域活性化といえばすぐに工場の誘致だとか商業
地域の開発などが思い浮かびます。その事も大変重要なので

すが、もう少しその前にやるべきことは無いだろうかと考えて
います。この町福智にしかないもの、福智町だから出来ること、
あなたの持っている経験と、情熱とパワーを新しい福智町づく
りに生かしてもらえないでしょうか？　「気持ちはあるけど体が
ねえ」というかたはその気持ちだけでもお貸しください。地域
にそんな力を持ち寄って、みんなで福智町を見直してみようで
はありませんか。きっと明るい展望が開けるはずです。
　役場は、地域社会のサポーターとしてみなさまの一番身近な
存在です。今月分広報紙に折り込みのチラシによりアンケート
を実施します。回答は一家族どなたでも結構です。多くのかた
からの回答をお待まちしています。このアンケートは、調査だ
けに終わるものではありません。福智町における、「地域の支
えあいのスタートライン」としたいと考えております。よろし
くご協力のほどお願いいたします。
� ▶問い合わせ先　ほのぼの館　☎ 22-6290

町民のみなさまへアンケート協力のお願いとともに、「わが町 福智 支え愛隊」を募集しています。

７月は同和問題啓発強調月間

◎福智町スローガン
▼
わ
た
し
た
ち
は
、
さ
さ
え
合
い
助
け
合
っ

て
幸
せ
な
生
活
を
築
く
た
め
に
生
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
生
活
環
境
に
恵
ま
れ
た

現
代
社
会
の
中
に
も
わ
た
し
た
ち
の
幸
せ
を

妨
げ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

▼
同
和
問
題
と
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い

る
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、

我
が
国
固
有
の
人
権
問
題
で
す
。
誰
も
が
平

等
に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
権
利
が
、
同
和
地

区
出
身
と
い
う
だ
け
で
、
本
人
の
責
任
で
は

な
い
不
当
な
理
由
で
傷
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

▼
７
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。

福
智
町
で
は
講
演
会
を
は
じ
め
、
街
頭
啓
発

や
企
業
訪
問
を
行
い
、
差
別
の
解
消
に
向
け

た
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
問
題

を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
真
剣
に
受
け
止

め
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
認
め
合
う
仲

間
に
な
っ
て
こ
そ
、
解
決
に
向
か
っ
て
大
き

く
前
進
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
培
っ
た
人
権

感
覚
を
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

同和問題啓発強調月間行事（すべて参加無料です）� ▶問い合わせ先　人権同和対策課　☎ 22-7764

▶講演会
日時：8月5日㊐ 18時から
場所：地域交流センター
講師：豊田謙二さん
　　　　（熊本学園大学大学院教授）
演題：「福智町を人権と福祉のまちへと」

▶講演会【福岡県主催】

日時：７月21日㊏ 13時から
場所：春日市クローバープラザ
●第１部（12時 55分～13時 45分）
講師：前川裕美さん（作曲・演奏家）
演題：「夢見る力を信じて」
●第2部（14時～16時）
演題：「インターネット社会と人権」

▶街頭啓発
日時：7月2日㊊ 17時から
【方城地区】スーパー「方城」、ふじ湯の里
【金田地区】金田駅前、日王の湯
【赤池地区】スーパー「川食」
配布：啓発チラシ・啓発タオル

「人権のまちづくりは
私たちの手で」　

福智町地域再生計画・人権と福祉のまちづくり総合計画
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まちづくり懇談会 タウンミーティング テーマ/町の財政再建

❷ 

観
光
・
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

　

福
智
町
に
は
温
泉
を
は
じ
め
、
上
野

焼
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
古
く
か

ら
伝
わ
る
文
化
的
遺
産
が
豊
富
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
連
携
さ
せ
、
町
外

か
ら
の
流
動
的
な
人
口
が
増
え
れ
ば
、

こ
の
福
智
町
で
の
消
費
活
動
が
活
発
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
町
の
自
主

財
源
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
効
果
が
十
分
に
現
れ
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
12
月
か
ら
来
年
に
向
け
て
ぜ
ひ

具
体
化
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
報
告

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
充
実
し
た
教
育
の
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
れ
ば
、
必
ず
町
外
か
ら
も

「
う
ち
の
子
に
福
智
町
で
教
育
を
受
け

さ
せ
た
い
」
と
い
う
行
動
に
つ
な
が
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
仮
に
小
中
学
校

の
９
年
間
だ
け
で
も
、
こ
の
福
智
町
の

地
域
性
が
理
解
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま

永
住
し
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
も
出
て

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
で
、
ま
ず
は

人
口
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
が
大
事
な

町
の
財
源
を
確
保
す
る
手
だ
て
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

❸ 

起
業
の
推
進

　

現
在
、
自
動
車
関
連
企
業
や
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
の
企
業
誘
致
に
向
け
、
基
礎
固

め
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
発
想
を
転
換

し
、
福
智
町
に
元
々
根
付
い
て
い
る
特

色
を
活
か
し
て
、
全
国
に
発
信
で
き
る

よ
う
な
起
業
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
近
々
、
起
業
の
検

討
委
員
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
福
智
町
と
し

て
町
外
に
発
信
で
き
る
か
を
検
討
し
、

結
論
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
税
、
使
用
料
な
ど
を
含
め
、
旧
３

町
を
合
わ
せ
る
と
30
億
円
近
い
滞
納
額

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
今

年
の
４
月
か
ら
各
税
関
係
、
使
用
料

関
係
の
課
に
徴
収
担
当
職
員
を
増
員

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
最
終
的
に
悪
質

な
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
整

理
し
た
上
で
法
的
な
措
置
を
講
じ
る
た

め
、
４
月
か
ら
収
納
対
策
室
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
徴
収
の
効

率
と
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
月
か
ら
は

私
を
含
め
管
理
職
が
滞
納
者
の
と
こ
ろ

を
回
り
、
積
極
的
に
徴
収
に
あ
た
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
再
建
と
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
主
役
は
住
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。
た

だ
、
具
体
的
に
実
践
、
実
施
し
て
い
く

の
は
私
を
含
め
た
職
員
で
す
。
よ
っ
て

そ
の
職
員
の
資
質
や
レ
ベ
ル
を
上
げ
て

い
く
手
だ
て
と
し
て
、
今
年
の
４
月
か

ら
県
と
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
各
１
人
、
６

月
か
ら
安
川
電
機
に
１
人
を
研
修
の
た

め
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
３
人
で

す
が
、
こ
う
い
う
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
ん
で
い
け
ば
、
20
人
に
な
り
、
30
人

に
な
る
と
、
民
間
の
発
想
で
町
づ
く
り

や
行
政
運
営
を
考
え
ら
れ
る
職
員
が

増
え
て
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
意
識
も

発
想
の
レ
ベ
ル
も
さ
ら
に
高
ま
る
と
思

い
ま
す
。
一
気
に
そ
う
い
っ
た
職
員
集

団
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
、

根
気
強
く
、
職
員
の
意
識
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

まちづくり懇談会 タウンミーティング

町の未来を考える
町長と共に語った6日間

　

福
智
町
の
平
成
17
年
度
決
算
の
地

方
債
残
高
は
約
２
３
７
億
円
で
し
た
。

合
併
協
議
で
旧
町
が
取
り
組
ん
で
い
た

事
業
の
中
で
、
継
続
す
る
取
り
決
め
が

行
わ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
平
成
18
年
度

で
は
約
２
６
０
億
円
の
地
方
債
残
高
に

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
反
省
の
も
と
に
、
平
成
19
年
度
の

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
平
成
18
年
度

に
比
べ
17
億
５
千
万
円
（
11
・
４
％
）

減
額
し
、
約
１
３
６
億
円
と
し
て
い
ま

す
。「
予
算
の
節
減
」と「
収
入
の
確
保
」、

こ
の
財
政
再
建
に
欠
か
せ
な
い
２
つ
の

側
面
を
い
か
に
実
行
で
き
る
か
が
、
直

面
し
て
い
る
大
き
な
課
題
で
す
。

❶ 

職
員
に
よ
る
作
業

　

安
易
な
道
路
舗
装
や
草
刈
り
な
ど

を
業
者
発
注
せ
ず
に
自
分
た
ち
の
力
で

行
っ
て
い
く
た
め
に
、
４
月
１
日
か
ら
、

建
設
課
に
「
環
境
整
備
係
」
を
配
置
し

ま
し
た
。職
員
が
作
業
を
行
う
こ
と
で
、

予
算
が
節
減
で
き
ま
す
。

❷ 

一
般
競
争
入
札
の
導
入

　

今
ま
で
は
す
べ
て
の
入
札
に
お
い

て
、
行
政
が
事
業
を
発
注
す
る
業
者
を

あ
る
一
定
の
数
に
決
め
、
そ
の
中
の
業

者
で
競
争
す
る
と
い
う
指
名
競
争
入

札
の
形
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

６
月
か
ら
は
一
定
の
条
件
の
も
と
に
、

一
般
競
争
入
札
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
よ
り
、
将
来
的
に
は
か
な
り

の
予
算
節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

❸ 

公
共
施
設
の
統
廃
合

　

福
智
町
に
は
約
２
４
０
の
公
共
施
設

が
あ
り
ま
す
。
維
持
、
管
理
、
修
繕
や

改
修
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
人
口
の
町
に

こ
れ
だ
け
の
施
設
は
必
要
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
統
廃
合

し
て
い
く
か
の
案
を
11
月
末
ご
ろ
ま
で

に
ま
と
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
報
告

し
な
が
ら
、
具
体
的
に
平
成
20
年
度
か

ら
予
算
面
で
の
反
映
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

❹ 

町
立
保
育
所
の
統
合

　

方
城
地
区
に
は
２
つ
の
町
立
保
育
所

が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
や
保

育
所
で
働
い
て
い
る
職
員
、
関
係
者
と

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
平
成
19
年
度

は
方
城
の
中
央
保
育
所
と
第
一
保
育
所

の
統
合
に
向
け
て
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ず

れ
は
民
営
化
等
に
向
け
て
の
話
し
合
い

の
場
も
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❺ 
町
立
診
療
所
の
経
営
改
善

　

町
立
診
療
所
が
赤
池
と
方
城
に
あ

り
ま
す
。
方
城
診
療
所
は
現
在
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
が
、
赤
池
の
コ
ス
モ

ス
診
療
所
は
町
立
病
院
の
ま
ま
の
人
員

体
制
で
あ
る
た
め
、
経
営
状
態
が
良
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ス
モ
ス
診
療
所

の
経
営
改
善
、
立
て
直
し
に
全
力
を
注

い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❶ 

町
有
地
の
有
効
活
用

　

現
在
、
旧
３
町
と
も
に
宅
地
分
譲
で

造
成
し
た
町
有
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
10
年
た
っ
て
も
売
れ
残
っ
て

い
る
町
有
地
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
き
ち
ん
と
整
理
し
、
ど
う
し
て

も
整
理
が
つ
か
な
い
分
は
、
何
ら
か
の

目
的
変
更
を
し
な
が
ら
有
効
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
町
有
地
の
有
効
活
用
を
目
指
す
委

員
会
を
設
け
、
11
月
末
ご
ろ
を
目
途
に

結
論
を
出
し
な
が
ら
平
成
20
年
に
は

具
体
的
に
実
践
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
確
保

滞
納
金
問
題

町
職
員
の
意
識
改
革

予
算
の
節
減

実施月日 対象地区 会場

 5 月
14日 月 上野地区 上野小学校

ふれあいホール

 5 月
15日 火 赤池・市場地区 コスモス

保健センター

 5 月
 21日 月 金田地区 中央公民館

金田分館 1 階

 5 月
 22日 火 神崎地区 中央公民館

金田分館 1 階

 5 月
 28日 月 伊方地区 方城地域

交流センター

 5 月
 29日 火 弁城地区 方城地域

交流センター

　浦田弘二町長が各地区で直接住民のみなさんと対話する「まちづくり懇談会（タウンミーティング）」が、5月
に行われました。今回は早い期間で町内を回りたいとの趣旨から、上野、赤池・市場、金田、神崎、伊方、弁城の
6地区で開催。全体で303人が参加し、お互いが顔を合わせながら、これからの福智町を具体的にどのようにし
ていくのかを町長が報告し、住民のみなさんと福智町が今後どうあるべきかを一緒に考えました。
　今回、その中で町長が報告した内容と、各会場で寄せられたおよそ90の質問の中から、18の質問と回答を抜
粋してお知らせします。なお、地域などの要望に関する内容は掲載していません。



21

まちづくり懇談会 タウンミーティング テーマ/町の財政再建

答 

「
観
光
促
進
委
員
会
」
を
６
月
に
立
ち
上

げ
、
11
月
末
を
目
途
に
答
申
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
と
連
動
し
て
、
昨
年

８
月
に
立
ち
上
げ
た
「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」

の
中
で
も
、
観
光
的
視
点
の
答
申
を
８
月
末

ま
で
に
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
答
申
を
待
っ
て
、
今
後
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
具
体
的
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

問 

町
長
は
「
農
業
に
よ
る
町
お
こ
し
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
派
手
な
活
躍
は
期
待
で
き
な
い
、

地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
だ
と
考
え
ま
す
が
。

答 

実
際
に
農
家
、
農
業
に
関
わ
っ
て
い
る
か

た
に
対
し
行
政
が
手
助
け
で
き
る
こ
と
、
共

に
や
れ
る
も
の
は
何
か
… 

そ
う
い
っ
た
お
互

い
の
情
報
交
換
、
意
思
の
疎
通
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
農
業
関
係
者

と
十
分
意
見
を
交
わ
し
、
よ
り
よ
い
環
境
づ

く
り
に
向
け
て
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

問 

福
智
町
で
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
の
企

業
を
誘
致
で
き
る
の
で
す
か
。

答 

ト
ヨ
タ
の
よ
う
な
大
企
業
を
誘
致
で
き
る

敷
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
旧
赤
池
町
の
工
業
団

地
に
２
区
画
（
約
３
千
坪
）
と
、
旧
方
城
町

の
迫
地
区
の
工
業
団
地
く
ら
い
で
す
。
ま
た

旧
金
田
町
の
売
れ
残
っ
た
住
宅
分
譲
地
を
用

途
変
更
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
企
業
誘
致
が
可

能
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

雇
用
問
題
に
つ
い
て

問 

雇
用
の
件
で
起
業
を
す
る
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ほ
か
に
も
手
を
打
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。
雇
用
問
題
に
つ
い
て
は
早
急
に

対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

答 

こ
れ
は
今
日
言
っ
て
明
日
か
ら
で
き
る
と

い
う
の
は
不
可
能
で
す
。
た
だ
雇
用
も
非
常

に
大
事
な
町
づ
く
り
、
町
の
安
定
化
に
向
け

て
の
要
素
で
す
。
起
業
や
誘
致
で
雇
用
を
生

み
出
せ
る
か
に
つ
い
て
、
近
い
う
ち
に
具
体

的
な
結
論
を
出
し
、
早
く
雇
用
効
果
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

問 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
が
少
な
く
、
福
智

町
を
う
ま
く
Ｐ
Ｒ
で
き
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
旧
３
町
の
過
去
の
デ
ー
タ
を
見

た
い
の
で
す
が
一
切
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

答 

本
年
度
中
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
予
定
で
す
。
色
々
な
ご
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
発
信

で
き
る
よ
う
に
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
政
区
の
統
合
に
つ
い
て

問 

方
城
地
区
の
行
政
区
は
現
在
39
行
政
区
あ

り
ま
す
が
、
昨
年
の
区
長
会
議
で
15
く
ら
い

に
ま
と
め
る
話
を
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

話
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
か
。

答 

現
状
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
代
表
の
区
長

が
決
ま
り
次
第
、
代
表
区
長
会
議
を
早
急
に

開
き
、
そ
の
中
で
私
か
ら
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
要
望
に
つ
い
て

問 

旧
町
の
時
も
地
域
の
要
望
は
区
長
を
通
し

て
で
な
い
と
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

今
で
も
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
住
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

答 

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
地
域
の
要
望
を
ま
と
め
て
区
会
を
通
す
の

か
。
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
町
づ
く
り
の
た
め

の
大
き
な
土
台
づ
く
り
で
す
。
区
の
中
の
組

に
参
加
し
な
い
人
が
多
い
こ
と
が
、
地
域
づ

く
り
の
大
き
な
弱
点
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

お
互
い
が
連
携
を
取
り
合
い
、
地
域
が
一
丸
と

な
る
た
め
に
も
、
地
域
の
声
は
区
会
、
区
長

を
通
し
て
要
望
し
て
い
た
だ
く
環
境
を
広
く

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
つ
い
て

問 

い
ま
方
城
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
町
職
員
が

一
人
も
い
ま
せ
ん
。
体
操
教
室
な
ど
に
行
く

と
き
は
、
診
療
所
で
鍵
を
借
り
て
開
け
、
終

わ
る
と
ま
た
鍵
を
か
け
、
診
療
所
に
お
返
し

し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
間
帯
だ
け
で
い
い
の

で
町
職
員
を
置
い
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
。

答 

現
在
、
財
政
再
建
と
い
う
こ
と
で
、
色
々

な
手
だ
て
を
講
じ
て
い
ま
す
。
施
設
は
最
終

的
に
使
用
す
る
み
な
さ
ん
が
維
持
管
理
を
す

る
の
が
一
番
望
ま
し
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

使
用
者
同
士
で
点
検
や
安
全
の
管
理
が
で
き

る
よ
う
、
心
が
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
で
す
。

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
指
導

は
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
十
分

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
か

ら
理
解
を
得
ら
れ
な
い
状
況
が
続
け
ば
、
ま

す
ま
す
滞
納
は
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
我
々
の
取
り
組
む
姿
勢
次
第
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
職
員
に
意
志
の
徹

底
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

滞
納
問
題
に
対
す
る
専
門
課
新
設
に
つ
い
て

問 

責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
な
い
と
解
決
に

向
け
て
進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。
滞
納
問
題

は
特
別
徴
収
課
な
ど
を
設
け
、
そ
れ
一
本
で

専
門
に
取
り
組
む
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

答 

使
用
料
や
税
金
の
徴
収
に
携
わ
る
課
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
特
別
徴
収
課
と
い
う
特

定
を
す
れ
ば
、
担
当
職
員
だ
け
が
や
れ
ば
い

い
と
い
う
意
識
が
ど
う
し
て
も
生
じ
ま
す
。

福
智
町
の
全
職
員
が
町
づ
く
り
の
た
め
に
滞

納
問
題
を
解
決
す
べ
き
と
い
う
意
識
を
持
て

ば
、
解
消
に
向
け
て
の
大
き
な
力
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
一
体
的
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
告
に
よ
る
財
源
確
保
に
つ
い
て

問 

北
九
州
市
な
ど
は
ご
み
袋
に
広
告
が
入
っ

て
い
ま
す
。
実
際
、
同
じ
よ
う
な
大
き
さ
で

安
く
買
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
広
告
で
、
住

民
負
担
を
軽
減
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答 

企
業
広
告
で
収
入
を
得
る
方
法
に
つ
い
て

は
、
私
も
色
々
と
打
診
し
て
い
ま
す
。
た
だ

直
方
市
が
行
っ
た
場
合
に
、
直
方
市
の
人
口

で
さ
え
企
業
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
判
断

さ
れ
、
取
り
や
め
た
そ
う
で
す
。
何
か
良
い

方
法
が
な
い
か
今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

19
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

問 

失
業
対
策
事
業
費
や
普
通
建
設
事
業
費
の

投
資
的
経
費
で
す
が
、
18
年
度
は
予
算
の
33
・

１
％
ほ
ど
、
今
年
度
は
23
％
ほ
ど
に
な
っ
て

い
ま
す
。
中
間
市
は
４
・
９
％
ほ
ど
、
宮
若
市

も
８
％
ほ
ど
で
す
が
、
な
ぜ
福
智
町
は
こ
ん

な
に
予
算
に
占
め
る
割
合
が
高
い
の
で
す
か
。

答 

19
年
度
は
事
業
費
を
か
な
り
抑
制
し
ま
し

た
。
し
か
し
合
併
協
議
の
中
で
、
合
併
後
も

継
続
し
て
行
う
と
決
定
し
た
事
業
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
ほ
か
の
自
治
体
と
比
べ
大
き
な
比

重
を
占
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
19
年
度
は

特
に
そ
れ
ら
を
見
直
し
な
が
ら
更
な
る
節
減

に
向
け
て
、
20
年
度
以
降
の
予
算
編
成
に
生

か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
診
療
所
の
経
営
に
つ
い
て

問 

赤
池
の
診
療
所
は
、
噂
で
は
１
か
月
に
約

２
千
万
円
、
年
間
で
は
約
２
億
４
千
万
円
の

赤
字
が
出
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
赤
字
を

ど
う
解
消
し
て
い
く
の
で
す
か
。

答 

そ
れ
ほ
ど
の
赤
字
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

赤
字
経
営
は
事
実
で
す
。
診
療
所
と
し
て
の

大
前
提
は
、
住
民
の
命
と
安
心
を
守
る
こ
と

で
す
。
こ
の
基
本
線
を
揺
る
が
さ
ず
に
、
す

り
合
わ
せ
を
行
い
、
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
や

健
診
な
ど
範
囲
を
広
げ
ず
、
１
つ
２
つ
に
絞
っ

て
経
営
の
健
全
化
を
図
れ
ば
、
状
態
も
変
わ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

使
用
料
や
手
数
料
に
つ
い
て

問 

今
後
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
で
収
入
を
上

げ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答 
住
民
の
み
な
さ
ん
に
負
担
を
か
け
る
前
に
、

最
大
限
私
達
が
や
れ
る
こ
と
を
や
り
、
そ
れ

で
も
協
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な

れ
ば
、
値
上
げ
等
の
ご
相
談
を
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
現
在
は
、
値
上
げ

な
ど
で
増
収
を
図
る
事
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

町
有
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

問 

教
育
で
町
づ
く
り
を
す
る
よ
り
、
町
有
地

を
宅
地
に
し
て
安
く
売
る
方
が
人
口
を
増
や

せ
る
と
思
い
ま
す
。
坪
３
万
円
ほ
ど
で
売
却

す
れ
ば
、
町
に
家
を
建
て
て
移
り
住
む
人
が

増
え
、
税
収
増
も
見
込
め
る
と
思
い
ま
す
が
。

答 

11
月
末
を
目
途
に
町
有
地
の
整
理
を
し
ま

す
。
当
然
、色
々
な
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

10
年
間
売
れ
残
っ
て
い
る
町
有
地
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
や
問
題
点
を
整
理
し
、

本
当
に
安
い
単
価
で
売
れ
ば
、
買
う
人
も
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

不
能
欠
損
処
理
に
つ
い
て

問 

不
能
欠
損
処
理
が
財
政
悪
化
を
招
い
て
い

ま
す
。
支
払
う
人
が
損
を
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
払
わ
な
い
人
が
増
え
る
の
で
は
。

答 

不
能
欠
損
処
理
を
し
な
い
こ
と
が
大
原
則

で
す
。
不
能
欠
損
処
理
を
せ
ず
に
徴
収
す
る

方
法
で
、
工
夫
を
し
な
が
ら
、
ま
た
誠
意
を

持
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

滞
納
問
題
に
関
す
る
職
員
の
体
制
に
つ
い
て

問 

町
長
は「
私
を
含
め
管
理
職
も
一
緒
に
な
っ

て
徴
収
す
る
」
と
言
わ
れ
、
以
前
の
新
聞
発

表
で
は
「
町
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
、
そ
の
よ
う

な
体
質
・
体
制
な
の
か
非
常
に
疑
わ
し
い
。

役
場
職
員
は
緊
張
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。
滞
納

問
題
に
つ
い
て
は
職
員
の
体
質
改
善
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

答 

こ
れ
は
一
人
一
人
の
職
員
、
特
に
徴
収
業

務
の
担
当
課
職
員
全
員
が
緊
張
感
を
持
ち
、

滞
納
は
全
て
一
掃
す
る
と
い
う
意
識
を
持
た

学
校
図
書
の
職
員
に
つ
い
て

問 

各
小
中
学
校
８
校
へ
の
図
書
係
配
置
は
、

財
政
難
の
折
に
必
要
で
し
ょ
う
か
。
本
を
読

む
こ
と
に
は
賛
成
で
す
が
、
職
員
配
置
以
外

に
も
方
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答 

財
政
の
縮
減
は
第
一
前
提
で
す
。
読
書
効

果
は
す
ぐ
に
は
現
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
人
材

育
成
の
経
費
を
将
来
、
２
倍
、
３
倍
の
効
果

で
反
映
す
る
た
め
に
今
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
呼
び
か

け
も
し
な
が
ら
、
効
率
的
な
方
向
で
取
り
組

み
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

就
学
前
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

問 

町
長
は
教
育
行
政
経
験
者
で
す
が
、
学
校

教
育
で
は
既
に
手
遅
れ
だ
と
感
じ
ま
す
。
保

育
園
、
幼
稚
園
の
子
ど
も
達
は
既
に
色
々
な

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
就
学
前
教
育
か
ら

も
っ
と
力
を
入
れ
な
い
と
、
学
校
全
体
が
変

わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

答 

こ
れ
は
ま
さ
に
、
私
が
教
育
長
時
代
か
ら

絶
対
に
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
た
事
で
す
。
就
学
前
教
育
は
今
後
ま
す
ま

す
重
要
で
す
。
現
場
の
活
動
も
十
分
見
据
え

な
が
ら
、
充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問 

観
光
を
は
じ
め
起
業
、
企
業
誘
致
、
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
何
を
主
体
に
し
て
い
く
の
で

す
か
。
町
の
方
針
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

産
業
振
興
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

そ
の
他
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↓くす玉が割られ、浦田弘二町長（右から２人目）から東さん親子に記念品が手渡されました。

ズームイン

　６月16日夕方、方城温泉ふじ湯の里に待
ちに待った 100 万人目のお客さまが来場し
ました。記念すべき目録を手にしたのは北九
州市の東孝範さん。福智町産のお米 30㎏と
11回分の入場券が浦田弘二町長から贈られ
ると「まさか 100 万人目になるとは。いつ
も子どもを連れて来るので回数券はうれし
いです」と顔をほころばせました。ふじ湯の
里は、平成 16年にオープン以来、泉質の良
さと掛け流しが評判で、当初予想２倍のペー
ス（２年半）で100万人を突破しました。

ふじ湯の里お客さま 100 万人わずか２年半で大台突破

ふくち

　「日夜考え、地道に積み重ねた活動が認められ、ありがた
くもあり誇りに思います」上野焼の世良彰彦さんが、九州・
山口・沖縄から選抜
された作家100人
から、さらに厳選さ
れた30人に選ばれ
ました。「後継者問
題にあえぐ上野焼
も、若手のがんば
りで町のPR隊に
なれる。これから
は、次世代のため
にジャンルを超え
た活動を通して、上
野焼と町の活性化
の一助になりたい」
と、栄えある選抜を
受けた世良さんが
力強く語りました。

上野焼世良彰彦さん西日本陶芸選抜 30人展に選抜創意工夫を重ねた「揺
よ う

彩
さ い

花器」で
↓会員数も76人に増え、毎月の河川敷清掃を欠かさない夢の会のみなさん。

　平成９年に発足した、ひこさんがわ夢の会。以来、河
川敷でのコンサートや子どもたちへの環境教育や上野橋
のこいのぼり掲揚などを行ってきました。人と自然のふれ
あいやまちおこしへと発展した、その長年の活動が認めら
れ、６月２日に長野県で開催された「全国みどりの愛護の
つどい」で国土交通大臣から功労者賞を受けました。

ひこさんがわ夢の会を国土交通大臣が表彰地道な環境づくりに全国的評価

↑相撲のおもしろさに目覚め、心身共に一回りも二回りも成長した山本くん。

　金田中３年生の山本翔也くん（平原）が、６月 17日に
久山町で行われた「全国都道府県中学生相撲選手権大会
福岡県予選」で準優勝を飾りました。山本くんは、柔道
仕込みの強じんな足腰を生かした土俵際の驚異的な粘り
と強烈な下手投げが最大の武器。８月５日の全国大会に
福岡県代表として両国国技館（東京）の土俵に立ちます。

山本翔也くん福岡県中学生相撲選手権大会準優勝相撲の聖地両国国技館の土俵へ

↑作品展示は、６月20～ 25日に天神・岩田屋で。

↓創立以来初の全国大会出場。夢はでっかく「全国制覇」頑張ってきます。

　金田ジュニアクラブが「高円宮賜杯学童軟式野球大会」
の田川支部予選と筑豊地区予選を勝ち抜き、６月16・17
日に北九州市で行われた県大会に出場。見事ベスト８の成
績を収めました。また、近年の活躍が認められ、筑豊地区
からの推薦で、８月３～７日に徳島県で行われる「大鳴門
橋学童軟式野球大会」に福岡県代表として出場します。

金田ジュニアが福岡県代表に県大会の経験を生かし全国の舞台へ

第104回九州北部弓道愛好者長寿会弓道大会生涯現役の心で的を射抜く

　年齢性別に関係なくできる弓道は、生涯スポーツとして
多くの高齢者に親しまれています。５月23日福智町金田
スポーツセンター弓道場で「九州北部弓道愛好者長寿会」
主催の弓道大会が開かれました。北部九州４県から男子
60歳以上・女子 50歳以上の弓道愛好者145人が、西日
本屈指の弓道場で弓を引き、互いの親交を深めました。

↑キリリとしたまなざしにピンと伸びた背筋、若々しい姿で弓を引く参加者たち。

↓「せせらぎ」を手に喜びの笑顔を見せる、チームワーク抜群な広報委員のみなさん。

　福岡県 PTA連合会主催の PTA広報紙コンクール小学
校部門で、弁城小の PTA新聞「せせらぎ」が、第１位と
なる県教育委員会賞を受賞しました。学校行事の紹介よ
りもPTA活動や地域での取り組みの掲載に重点を置いた
「せせらぎ」は、広報委員が毎月の会議や、日ごろアイデ
アを練って出し合った成果が最高の評価を得ました。

弁城小PTA新聞が県コンクールで１位内容と愛情が詰まったPTA新聞



 ～ふくちまちのみんなで作るページ～ ふくち玉手箱

2425

お誕生日
おめでとう

お誕生日の記念にお子さんの笑顔を紙面に飾ってみませんか。
8月に誕生日を迎える満1歳から3歳までのお子さんの写真を募集します。

7 月10 日 火 までにお申し込みください。デジカメの場合はデータをお持ちください。
申し込み問い合わせ先▶役場企画課広報・広聴係（本庁２階）☎ 22-7766

松
ま つ

井
い

 みさきちゃん❶歳
平成 18 年 7 月 31日生まれ
（伊方 中古門・女の子）

佐
さ

藤
と う

 恵
めぐみ

ちゃん❶歳
平成 18 年 7 月16 日生まれ
（神崎 柿添団地・女の子）

蓑
み の

田
だ

 健
け ん

介
す け

くん❶歳
平成 18 年 7 月 20 日生まれ
（金田 成竹団地・男の子）

萬
ま ん

田
だ

 七
な つ き

月ちゃん❷歳
平成 17 年 7 月 6 日生まれ
（神崎 神崎 2・女の子）

清
き よ は ら

原 香
か の ん

音ちゃん❷歳
平成 17 年 7 月 30 日生まれ
（神崎 七十石・女の子）

杉
す ぎ も と

本 海
か い

斗
と

くん❷歳
平成 17 年 7 月 22 日生まれ
（弁城 方城団地・男の子）

石
い し

津
づ

 美
み く

久ちゃん❸歳
平成 16 年 7 月10 日生まれ

（上野 大浦・女の子）

黒
く ろ か み

上 弦
げ ん

希
き

くん❸歳
平成 16 年 7 月15 日生まれ
（上野 天郷団地・男の子）

倉
く ら い し

石 大
は る

輝
き

くん❸歳
平成 16 年 7 月 2 日生まれ
（伊方 新門上・男の子）

原
は ら

 毅
き る あ

琉亜くん❶歳
平成 18 年 7 月15 日生まれ
（金田 西金田・男の子）

山
や ま し た

下 紘
ひ ろ

夢
む

くん❶歳
平成 18 年 7 月 29 日生まれ
（金田 昭和町・男の子）

下
し も や ま

山 拓
た く

夢
む

くん❸歳
平成 16 年 7 月 6 日生まれ

（伊方 犬星・男の子）

末
す え ま つ

松 輝
き ら ら

星ちゃん❷歳
平成 17 年 7 月 5 日生まれ

（赤池 本町・女の子）

原
は ら

田
だ

 結
ゆ い

子
こ

ちゃん❷歳
平成 17 年 7 月 30 日生まれ

（伊方 立岩・女の子）

大
お お

井
い

 真
ま な

翔
と

くん❷歳
平成 17 年 7 月17 日生まれ
（金田 宝見団地・男の子）

大
お お し ま

島 ゆめちゃん❸歳
平成 16 年 7 月1日生まれ

（金田 宝見・女の子）

小雨のなか赤池中で行われた市場小運動会

　市場小の運動会が 6月２日に行われました。校舎建て替え
に伴いグラウンドが未整備のため、赤池中のグラウンドを借り
て開催。朝から雨模様だったため、開会を１時間遅らせ、プロ

グラムを変更しなが
ら進行しました。雨の
なか行われた組体操
では、技が完成する
たびに、会場のテント
から大きな拍手が送
られていました。

↑
息
を
合
わ
せ
て
集
中
し
た
組
体
操

上野焼青年部巴会が韓国大邱市で交流展

　日韓交流を進めている上野焼青年部巴会の６人と韓国陶芸
作家７人による「日韓陶芸作家交流展」が５月28日から７日間、
韓国の大邱市で開かれました。上野から渡仁さん（渡窯）、西

村省二さん（天郷窯）、
青柳洋介さん（青柳
不老園）が大邱市を
訪問。韓国の伝統文
化と地元作家の作風
や技法を認識しなが
ら交流を深めました。

↑
13
人
の
作
品
が
並
ん
だ
展
示
会
場

子どもたちが絵本の読み聞かせに初挑戦

　絵本を読む会「ぶらんこ」主催の「絵本のつどい」が、６
月16日に赤池支所ホールで開かれました。会場に約70人が
詰めかけ、メンバーの読み聞かせやピアノ演奏に聞き入ってい
ました。第１部で行われた子どもたちによる読み聞かせ挑戦で

は、４人が練
習の成果を発
揮。最後まで
落ち着いた口
調で読み上げ
ていました。

↑
お
気
に
入
り
の
絵
本
で
挑
戦

赤池福祉会四保育園の合同田植え

　６月12日に上野地区
の田んぼで上野・市場・
赤池・中尾の 4保育園
による合同田植えが行
われました。保育所ご
と列に並んだ 86 人の
年長園児がお日さまを
浴び、泥んこになりな
がらも元気いっぱいに
苗を植えました。

ひらばる幼稚園に人形劇がやってきた

　所狭しと舞台を駆けまわるかわいらしい着ぐるみたち。６月
14日、ひらばる幼稚園に「劇団バク」の人形劇がやって来ま
した。安兵衛さんとタヌキのポン之助の心温まる友情を描いた

「ぶんぶく茶がま」
が大好評。楽し
かった時間はあっ
という間に過ぎま
した。劇団のお兄
さん、また来年も
来てくださいね。

↑
体
を
動
か
し
元
気
に
歌
い
ま
し
た

町内各地で見られた幻想的なホタル乱舞

　5月末から 6月始
めにかけて、町内各
地でホタルが夜空に
舞いました。今までい
なかった泌川（南木）
でもホタルを見かけ
たという声もあり「福
智町はホタルの里に
なるのでは」と、う
わさされています。

↑
暗
闇
に
浮
か
ぶ
無
数
の
宝
石
た
ち（
上
野
の
福
智
川
）

版画家の田代稔さんが商店街で個展

　町の一角が、すてきなギャラリーに早
変わり。金田新町商店街（旧三村本店）
で、日本版画院同人の田代稔さん（新町）
の個展が6月3～16日に開かれました。
教職を退職後に創作活動を始め、25年間
で数々の賞を受賞した田代先生、現在は
版画教室を開いています。今回の個展は
「先生の作家生活の集大成に」と教室の教
え子や地域住民が奔走して実現。多くの
来訪者でにぎわいました。

↑
繊
細
か
つ
力
強
い
版
画
の
魅
力
に
見
入
る
来
場
者

↓
笑
顔
が
は
じ
け
る
、
か
わ
い
ら
し
い
お
百
姓
さ
ん



福智町の行事である車イステニス大会国際交歓会に、本
校の生徒会執行部と吹奏楽部が毎年参加しています。今
年は、生徒会執行部が選手の皆さんへの歓迎の言葉や
体育会の棒体操を披露し、吹奏楽部は体育会の曲を演
奏しました。また、その他多くの生徒も会場を訪れ、選
手や地域のかたと一緒にステージ発表を楽しみました。

地域のかたと楽しんだ 車イステニス交歓会
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 金 田 中 学 校
豊かな感性をを持ち、自立した生徒の育成

町
内
の
小
中
学
校
の
特
色
や
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

■ 所在地……福智町神崎 918 番地　☎ 22-0136
■ 学校長……浦部　宗義　 ■ 教職員数……29 人　 ■ 学級数……8 学級　 ■ 生徒数……238 人

次回は市場小

№7

校　

歌

一
、
泌
泉
の
流
れ
水
清
く

飯
土
井
の
森
も
み
ど
り
し
て

文
化
の
光
そ
ゝ
ぐ
と
き

日
王
が
丘
に
そ
び
え
た
つ

伝
統
築
く
学
び
舎
に

集
え
る
幸
よ
こ
の
若
さ

あ
ゝ
金
田
中
学
我
等
が
母
校

二
、
東
に
望
む
雄
嶽
の

理
想
を
仰
ぎ
ひ
と
す
じ
に

平
和
と
自
治
を
標
に
て

正
し
く
強
く
朗
ら
か
に

心
も
身
を
も
鍛
へ
な
ん

福
智
の
雲
よ
こ
の
力

あ
ゝ
金
田
中
学
我
等
が
母
校

三
、
輝
う
松
に
も
み
ぢ
映
え

桜
が
丘
に
日
は
昇
る

真
理
と
誠
究
む
べ
く

我
等
は
た
て
り
友
よ
い
ざ

建
設
の
道
た
ゆ
み
な
く

朝
夕
は
げ
め
こ
の
誓

あ
ゝ
金
田
中
学
我
等
が
母
校

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
た
め
に
２
年
生
で
、
話
し

方
や
聞
き
方
な
ど
人
間
関
係
作
り
の
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
下
級
生
は
３
年
生
を
目
標
に
、
３

年
生
は
こ
れ
ま
で
の
金
田
中
の
伝
統
を
受
け
継

い
で
、
一
生
懸
命
行
事
を
作
り
あ
げ
、
毎
年
地

域
の
皆
さ
ま
か
ら
も
大
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
特
に
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
２
０
０
人

以
上
の
観
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

１
年
生
で
「
職
場
訪
問
」
２
年
生
で
「
上
級

学
校
訪
問
」
３
年
生
で
「
職
場
体
験
」
と
い
う

３
年
間
を
見
通
し
た
進
路
体
験
学
習
を
し
て
い

ま
す
。
体
験
の
前
に
は
職
業
や
上
級
学
校
に
つ

い
て
の
調
べ
学
習
や
、
体
験
の
た
め
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
の
学
習
を
行
い
、
体
験
後
は
感
想
文

や
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
に
ま
と
め
て
発
表
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
こ
の
体
験
学
習
を
通
じ

て
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
、
学
校
や
社
会
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
に
は
、
軟
式
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
男
女

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
女
子
バ

レ
ー
・
吹
奏
楽
・
放
送
・
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
・
剣
道
・

柔
道
部
が
あ
り
ま
す
。
放
課
後
や
休
日
や
早
朝

に
多
く
の
部
が
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
み

ん
な
中
学
校
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
、
大
会
で

制服Uniform

冬Winter夏Summer

も
好
成
績
を

収
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
部

は
あ
り
ま
せ
ん

が
希
望
者
で
、

陸
上
競
技
大

会
に
も
出
場

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま
で
、
福
岡

県
の
「
重
点
課
題
研
究
指
定
・
委
嘱
校
」
の
指

定
を
受
け
て
、「
生
徒
の
社
会
性
を
育
む
特
別
活

動
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
研
究
・
実
践
を
し
て

い
ま
す
。
研
究
の
副
主
題
を
、「
自
己
効
力
感
を

高
め
る
学
校
行
事
の
取
り
組
み
を
通
し
て
」
と

し
、
体
育
会
と
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
二
大
行
事

を
中
心
に
、
３
年
生
の
下
級
生
へ
の
お
世
話
活

動
な
ど
、
生
徒
の
自
己
効
力
感
を
高
め
る
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
２
学
期
に
は
同
じ
指
定
を
受
け
て
い

る
学
校
の
先
生
方
を
招
い
て
授
業
公
開
を
し
ま

す
。
ま
た
来
年
度
に
は
、
３
年
間
の
研
究
の
成

果
を
ま
と
め
、
発
表
す
る
予
定
で
す
。	

　

体
育
会
の
棒
体
操
と
ダ
ン
ス
、
ブ
ロ
ッ
ク
に

よ
る
応
援
合
戦
や
大
縄
跳
び
、
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
の
ブ
ロ
ッ
ク
合
唱
や
全
校
合
唱
な
ど
で
は
、

「
ピ
ア
（
仲
間
）・
サ
ポ
ー
ト
（
支
え
合
い
）
活
動
」

と
し
て
、
３
年
生
が
１・
２
年
生
を
指
導
し
て
い

社
会
性
を
育
む
特
別
活
動

かなだ

➡力強い動きで、会場中の熱視線を集めた金田中伝統の棒体操。

みんな部活
動に夢中、

大好きなこ

とに思いっ
きり打ち込

んでいます
。

伝
統
を
受
け
継
ぐ
学
校
行
事

将
来
に
向
け
て
の
進
路
体
験
学
習

全
力
で
打
ち
込
む
部
活
動

1
楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣
に
働
き
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー

や
常
識
、
働
く
こ
と
の
喜
び
や
大
変
さ
を
学
ん
だ
職
場
体
験
。

2
１
年
生
に
と
っ
て
最
初
の
体
験
学
習
２
泊
３
日
ふ
れ
あ
い

合
宿
。
２
日
目
に
は
、町
の
シ
ン
ボ
ル
福
智
山
に
登
り
ま
し
た
。

3 

4
金
田
中
学
校
が
誇
る
二
大
行
事
、「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」

と「
体
育
会
」。生
徒
た
ち
は
心
を
一
つ
に
し
て
自
主
的
に
練
習
し
、

本
番
当
日
も
完
全
燃
焼
、
伝
統
を
築
き
上
げ
て
い
ま
す
。

12

3

4

　

金
田
中
学
校
は
、
１
年
２
ク
ラ
ス
、
２

年
３
ク
ラ
ス
、
３
年
３
ク
ラ
ス
（
合
計

２
３
８
名
）
の
中
規
模
校
で
す
。
金
田
小

学
校
か
ら
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
入
学
し

て
き
ま
す
。
金
田
中
校
区
は
、
車
イ
ス
テ

ニ
ス
大
会
国
際
交
歓
会
や
神
幸
祭
な
ど
た

く
さ
ん
の
地
域
行
事
が
あ
り
、
生
徒
た
ち

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
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Disease prevention

▲ No.14

ふくちの健康
お悩み相談所 「睡眠時無呼吸」とはどのようなものですか？

死の原因にもなると言われています。でもご安
心ください。閉塞性睡眠時無呼吸症候群には
有効な治療があります。「経鼻的持続陽圧呼吸
(nasal CPAP)」と呼ばれるもので、鼻にマス
クを装着して気流を送り込みます。これを使え
ば無呼吸はほぼ完全になくなります。無呼吸は
治療せずに放置すると確実に悪化していくこと
がわかっています
ので、気がついた
時点で早めにかか
りつけの先生に相
談してください。

児
童
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「睡眠時無呼吸症候群」とは、夜間
睡眠中に何度も呼吸が止まる病態
で、1 時間あたり 5 回以上の呼吸停

止または低呼吸が存在することで診断されま
す。1 時間あたりの無呼吸の回数で、軽症から
重症に分類されます。その大半は、のどが詰
まっておこる「閉

へいそく

塞性睡眠時無呼吸症候群」と
呼ばれるもので、そのほかにのどの詰まりはな
いが呼吸運動の停止による「中

ちゅうすう

枢性睡眠時無
呼吸症候群」もあります。閉塞性の原因として
は、扁

へんとう

桃腺肥大、顔面・あごなどの形態異常、
肥満などがあります。この病気の怖いところは、
日中に眠気がくるだけではなく、血圧上昇、心
筋梗

こうそく

塞、脳卒中などを引き起こす原因にもな
るところです。また重症例では、睡眠中の突然 コーナー担当医：方城診療所 牟田広実副所長

健康に関するお悩みにアドバイスします。企画課広報・広聴係まで電話かメー
ルでお気軽にお寄せください。☎22-7766　s.kouhou@town.fukuchi.lg.jp

← 髙
こうづる

鶴享一さん（上野）の作品
　「06 -新生・Ⅱ」

第 38 回日展（日本美術展覧
会）に今回で 7 回目の入選
ご本人のコメント「ひとつの器か
ら新しい形が生まれ出てくるさま
をイメージして作りました。」

▶ 絵や写真、工作など、みなさんの力作を紹介します。
　〒 822-1292 福智町金田 937 番地 2　福智町役場企画課広報・広聴係
　まで作品を郵送または持参してください。
　応募者多数の場合は掲載できない場合もありますのでご了承ください。

問 福智町方城児童センター　☎22-7403
休館日  毎週 火、第 3 日

児童センター 親子で料理教室
夏休みの楽しい思い出に、親子で料理を作っ
てみませんか ?　参加費は無料ですが、事前
にお申し込みをお願いします。申し込み用紙
は各学校で配布しますので、詳しくはプリン
トでご確認ください。また、わからない場合
は児童センターまでお電話ください。

日時　7 月 28 日 土　9：30 受付 10：00 開始

集合場所　児童センター
定員　30 人
方城支所

方城分館

ココ!

問 地域子育て支援センター　☎ 22-2401
サロン開放時間 10:00～15:00　休館日   土、日、祝

いずれも 10：00 受付、10：15 開始です。

 5 日木＊誕生会・たなばた会　場所：支援センター

12 日木＊ふれあいクッキング　場所：ほのぼの館

19 日木＊親子リズムあそび
　　　　　 場所：支援センター

27 日金＊親子リフレッシュ体操
　　　　　 場所：方城保健センター
　　　　　 ※ 汗ふきタオル、お茶を
　　　　　 持ってきてください。

※ 8月は 6日 月 に誕生会を予定しています。

 7 月 の 行 事 予 定子育て支援
センターの

子育て支援センター たなばた笹かざり
7 月 5 日のたなばた会では、親子で短冊に願いご
とを書いて笹

ささ

に結びつけます。日本古来
からの行事を味わいましょう。
お母さんたちは、自分の子どもの
ころがなつかしくなるのでは…。

休館日のお知らせ
夏休み期間中は休館日が変更となります。
毎週 日、8 月13 日～15 日

リズムあそび

▶ CPAP 療法は現在、
最も有効な治療法です。

第 38 回日展 福岡展
7 月 8 日 日 まで開催中
日本画・洋画・彫刻・工芸美術・
書など、陳列点数は 454 点。
会場：福岡市美術館
　　　☎ 092-714-6051
休館日：月
開館時間：9：30 ～19：30
※ 日曜日は 17：30 まで。
※ 入場は閉館の30分前まで。
入場料：一般　1,100 円
高校・大学生　700 円
小学・中学生　400 円
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　４月１日以降に離婚した場合、婚姻期
間中の厚生年金を当事者間で合意した
割合に分割することができます。分割を
受けた人は、支給開始年齢から、分割
後の厚生年金の保険料納付記録に基づ
く老齢厚生年金（年金加入期間が原則
25 年以上必要）を受給できます。
▶請求書に戸籍謄本や分割割合を定め
た必要書類を添付して社会保険事務所
に提出してください。
▶当事者合意か裁判手続により分割割
合（50％上限）を定める必要があります。
▶原則として、離婚をした日の翌日から
２年以内に請求する必要があります。
お問い合わせは「ねんきんダイヤル」で
☎ 0570 ｰ 05 ｰ 1165（被保険者）
☎ 0570 ｰ 07 ｰ 1165（年金受給者）
問 役場住民課医療保険係 ☎ 22 ｰ 7761

　弁護士による面接相談も無料で受け
ることができます。 受付は 15 時まで。
日時　７月 17 日 月 10 時～ 16 時
会場　田川市役所（市民課）
問 福岡県交通事故相談所　
    ☎ 092ｰ622ｰ0403

内容　ヒーリング（気功による癒し）
日時　７月 29 日日 9 時～ 15 時
会場　福岡県立大学（参加費 2 千円）
申込期限　７月 15 日日
問 福岡県立大学教務企画班
　 ☎ 42 ｰ 2118

日時　７月 14 日土 14 時～ 16 時
場所　田川市青少年文化ホール（無料）
テーマ　「私の子育て本当はどうかな」

～子どものハンディは親の糧です～
問 田川保健福祉環境事務所
　 ☎ 42 ｰ 9307

　８月５日 日に全線一回乗車 100 円運
賃を実施します。当日は各地でイベント
も開催されます。へいちく沿線で夏休み
の１日をお過ごしください。
問 平成筑豊鉄道　☎ 22 ｰ 1000

１次試験　９月２日日（試験区分：行政）
受付期間　７月 23 日月～８月３日金
受験資格　昭和 47 年４月２日から昭和
53 年４月１日までに生まれた人で、平
成 19 年６月末日現在、民間企業などに
おける職務経験を５年以上有する人。
試験地　福岡市・東京都
採用予定数　６人程度
詳しくはお問い合わせください。
問 福岡県人事委員会事務局任用課
　 ☎ 092 ｰ 643 ｰ 3956

受験資格▶一般曹候補生：18 歳以上
27 歳未満の人▶２等陸・海・空士 （男子・
女子）：18 歳以上 27 歳未満の人▶航空
学生：高卒（見込含）21 歳未満の人
受付期間　８月１日水～９月７日金
※ 父母等への説明会を８月５日 日に田
川情報センターで行います。試験会場
など詳しくは問い合わせください。
問 自衛隊飯塚地域事務所  
 　☎ 0948 ｰ 22 ｰ 4847

　10 月１日～平成 21 年９月 30 日に県
が発注する物品関係の競争入札参加資
格審査申請書の受付を行います。
受付期間　７月２日月～ 31日火
　　　　（土曜日・日曜日・祝日は除く）
受付場所　吉塚合同庁舎 801 号会議室
時間　９時～11時 30 分・13 時～16 時
詳しくはお問い合わせください。
問 県総務部総務事務センター調達班
    ☎ 092 ｰ 643 ｰ 3092

　賃金、解雇、労働条件、セクハラな
どの労使関係の悩みを相談しませんか。
▶労働問題相談会
日時　７月 20 日金 13 時～ 16 時
場所　福智町社会福祉協議会２階
相談は無料（秘密厳守、予約不要）
▶「労働」「就業」相談（無料、秘密厳守）
時間　平日の８時 30 分～ 17 時 15 分
場所　県筑豊労働福祉事務所（飯塚市）
問 福岡県筑豊労働福祉事務所
　 ☎ 0948 ｰ 22 ｰ 1149

　現場を離れている保健師、助産師、
看護師、準看護師を対象に、求人求職
情報や最新の医療・看護情報を提供す
る移動相談を開催します。
相談日時　８月８日水 10 ～ 16 時
会場　福岡県嘉穂保健福祉環境事務所
問 福岡県ナースセンター（担当：田中）
　 ☎ 092 ｰ 631 ｰ 1221

　戦争の悲惨さと平和の尊さを伝える
ため戦時資料展を開催します。貴重な
戦時資料や写真パネルなど約３百点を
展示。図書・ビデオコーナーもあります。
日時　８月 10 日金 ～ 16 日木
９時 30 分～ 16 時 30 分（入場無料）
場所 めくばーる（朝倉郡筑前町）
問 福岡県行政経営企画課
　 ☎ 092 ｰ 643 ｰ 3028

　放送大学は衛星放送で授業を行う国
がつくった大学です。現在、教養学部
と大学院の学生を募集しています。
申込期限　８月 15 日水
※ 体験入学を随時受け付けています。
資料請求・問合わせ先
放送大学福岡学習センター
☎ 092 ｰ 473 ｰ 1365

期日　７月 31日火（雨天中止）
主会場　金田地区運動総合グラウンド
18 時 30 分開会・競技 19 時～ 21 時
対象　町内の児童生徒・保護者・高齢者
参加申込期限　７月 13 日金
主催　福智町教育委員会（参加無料）
後援　福智町子ども会育成連絡協議会
問 教育委員会生涯学習係 ☎ 28 ｰ 2046

内容　高齢者の介護方法
日時　７月 25 日水（受講無料）　
　　　９時 50 分～ 11 時 15 分
場所　福智町方城保健センター
問 福智町方城在宅支援センター
　 ☎ 22 ｰ 6556

　７月21 日 土 は、司法書士による特
別相談を実施します。
❶日時  ７月７日土 10 時～ 15 時
　会場　赤池コスモス保健センター
❷日時  ７月 14 日土 10 時～ 15 時
　会場　方城福祉会館
❸日時  ７月 21日土 10 時～ 15 時
　会場　金田社会福祉センター
問 社会福祉協議会　☎ 22 ｰ 6631

期間　９月 11日火～ 14 日金
９時 45 分～ 16 時 45 分（延べ 24 時間）
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
申込期限　８月３日金必着
開催場所  えーるピア久留米
受講資格　原則、母子家庭等就業自立
支援センターに救職登録している人
定員　10 人（書類選考、定員超は抽選）
託児あり（事前予約制、対象は就学前）
申込書配布　役場福祉課福祉係および
県保健福祉環境事務所保健福祉課
問 母子家庭等就業・自立支援センター
    ☎ 092 ｰ 584 ｰ 3931

　福智町のゴミ袋が変わります。経費
削減のため袋の底のグリップをなくしフ
ラットにしました。現在の在庫がなくな
り次第、順次切り替えていきます。

▶町のゴミ排出量は年々増加傾向にあり
ます。買い物にはマイバックを使用する
など、ゴミ減量化にご協力ください。
問 役場住民課環境衛生係 ☎ 22 ｰ 7761

日時　７月 13 日金 9 時～ 10 時
会場　福智町本庁舎
日時　７月９日月 13 時～ 14 時
会場　福智町方城支所
日時　７月９日月 15 時～ 16 時
会場　福智町赤池支所
問 役場福祉課福祉係  ☎ 22 ｰ 7763

受験資格　昭和 61 年４月２日～平成 2
年４月１日までに生まれた人
受付期間　７月 17 日火～ 25 日水
1次試験　９月 16 日日
問 福岡地方裁判所事務局人事課
　 ☎ 092 ｰ 781 ｰ 3141

福岡県巡回交通事故相談
福岡県交通事故相談所

補聴器相談を行います
福智町役場福祉課福祉係

心配ごと相談
福智町社会福祉協議会

ほのぼの介護予防教室
福智町方城在宅支援センター

母子家庭のためのパソコン講習会
福岡県母子寡婦福祉連合会

自衛官採用試験
自衛隊福岡地方協力本部

競争入札参加資格審査申請書受付
福岡県総務部総務事務センター

労働問題相談
福岡県筑豊労働福祉事務所

看護職員再就業移動相談
福岡県看護協会福岡県ナースセンター

離婚時の厚生年金の分割制度
社会保険事務所

福岡県戦時資料展
福岡県行政経営企画課

自宅で学べる放送大学学生募集
放送大学福岡学習センター

福岡県立大学公開講座
福岡県立大学

へいちく100円列車
平成筑豊鉄道株式会社

地域交流講演会
田川保健福祉環境事務所

民間企業等職務経験者採用試験
福岡県人事委員会事務局

裁判所事務官採用Ⅲ種試験
福岡地方裁判所事務局人事課

町の環境衛生にご理解とご協力を
福智町役場住民課環境衛生係

３世代交流グラウンドゴルフ大会
福智町教育委員会生涯学習係

　５月 29 日に添田町オークホー
ルで行われた田川郡社会体育振
興協会評議員会で、中西秋雄さ
ん（赤池・写真左）と久冨安治さ
ん（弁城）の長年にわたる体育
指導活動に対し、田川郡社会体
育功労者表彰が贈られました。 

　田川郡母子寡婦福祉会の総会
が 5 月 27 日に公民館金田分館
で開かれました。事業報告など
の後、筑豊を舞台にした紙芝居

「筑豊一代」の観賞も行われ、参
加者同士で親交を深めました。

　赤池学園による赤池駅ほか 3
か所の清掃活動が 6月6日に行
われました。普段ボランティア
をしてくださっている地域の皆
さんに何かお返しができればと、
3 年前から始めた取り組みです。

田川郡社会体育功労者表彰
福智町教育委員会公民館兼社会体育課

地域の輪を広げるために
田川郡母子寡婦福祉会総会

奉仕活動で町をきれいに
赤池学園地域清掃

↑６月 17 日の赤池地区全公民館によるクリーン作
戦（地区公民館主催）では、約２千袋分のゴミが回
収されました。ご協力ありがとうございました。

新着情報は福智町公式ホームページで　http://www.town.fukuchi.lg.jp情報ひろば 福智町役場本庁☎ 22-0555（代表）／赤池支所☎28-2004 ／方城支所☎22-0520



内
容　

福
祉
施
設
等
と
求
職
者
と
の

面
談
・
福
祉
関
係
資
格
相
談
・
求
職

相
談
な
ど
各
コ
ー
ナ
ー
（
参
加
無
料
）

対
象　

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就

職
希
望
者
、
平
成
20
年
３
月
末
卒
業

予
定
の
学
生
（
高
校
生
不
可
）

求
人
者
と
面
談
が
で
き
ま
す
の
で
履

歴
書
を
複
数
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※ 

託
児
あ
り
（
要
予
約
）

問 

県
社
会
福
祉
協
議
会
人
材
情
報
課   

　

 

☎
０
９
２ｰ

５
８
４ｰ
３
３
１
０

　

経
済
的
理
由
か
ら
法
律
相
談
料
を

負
担
で
き
な
い
人
の
た
め
に
相
談
援

助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
時　

８
月
第
３
火
曜
日
の
13

時
～
16
時
・
８
月
以
降
は
毎
月
第
２

火
曜
日
の
13
時
～
16
時

場
所　

福
岡
法
務
局
田
川
支
局

予
約
方
法　

相
談
日
前
日
の
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

問 

福
岡
法
務
局
田
川
支
局

　

 

☎
４
４ｰ

１
４
２
６

　

７
月
か
ら
無
料
着
付
け
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
着
物
や
浴
衣
な
ど
の
着

付
け
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

時
間　

19
時
30
分
～
21
時

会
場　

福
智
町
同
和
集
会
所

問 

久
冨
こ
ず
え  

☎
２
８ｰ

６
４
６
５

　

平
成
14
年
に
上
野
焼
四
百
年
祭
を

記
念
し
て
発
刊
し
た
図
録
を
好
評
に

つ
き
増
刷
し
ま
し
た
。
古
上
野
か
ら

現
代
作
家
ま
で
の
作
品
を
収
録
し
、

歴
史
的
考
察
も
含
ん
だ
内
容
で
す
。

１
冊
２
千
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問 

役
場
産
業
・
商
工
観
光
係

　

 

☎
２
２ｰ

７
７
６
７

　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
知
識

や
技
能
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

訓
練
期
間　

８
月
27
日
月
～
11
月
30

日
金
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
講
）

受
講
時
間　

９
時
30
分
～
15
時
20
分

会
場　

直
方
情
報
技
術
学
院

対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
中
の
人
（
雇
用

保
険
受
給
者
は
除
く
）

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
お
よ

び
資
格
取
得
受
験
料
は
自
己
負
担
）

募
集
期
限　

７
月
27
日
金

受
付
場
所　

公
共
職
業
安
定
所

問 

県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　

 

☎
０
９
４
９
６ｰ

２ｰ

６
４
４
１

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
科
学
の
公
園
」
は

県
の
委
託
で
、
子
ど
も
達
が
科
学
の

楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
「
出
前
科
学

実
験
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
科
学
実
験
・

工
作
教
室
、
自
然
観
察
、
天
体
観
察

な
ど
メ
ニ
ュ
ー
も
多
彩
。
実
験
材
料

等
の
経
費
は
、
原
則
当
方
が
負
担
し

ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
な
ど
、

団
体
の
依
頼
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

福
岡
県
商
工
政
策
課
企
画
係 

☎
０
９
２ｰ

６
４
３ｰ

３
４
１
５

3233

　

母
子
家
庭
等
医
療
受
給
者
証
が
７

月
31
日
で
期
限
切
れ
に
な
り
ま
す
の

で
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
。

▼
更
新
開
始
日
時　

７
月
24
日
火      

   

平
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分

▼
更
新
窓
口

金
田
・
神
崎
在
住
の
人

福
智
町
役
場 

住
民
課
医
療
保
険
係

上
野
・
市
場
・
赤
池
在
住
の
人

赤
池
支
所
住
民
生
活
課
保
険
福
祉
係

弁
城
・
伊
方
在
住
の
人

方
城
支
所
住
民
生
活
課
保
険
福
祉
係

▼
必
要
な
物　

母
子
家
庭
等
医
療
受

給
者
証
・
印
鑑
・
保
険
証
・
戸
籍
謄
本
・

住
民
票
・
所
得
証
明
（
1
月
1
日
に

町
に
住
所
を
有
し
な
か
っ
た
人
の
み
）

問 

役
場
住
民
課
医
療
保
険
係

　

 

☎
２
２ｰ

７
７
６
１

　

農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
は
旧
方

城
町
で
平
成
８
年
か
ら
「
消
費
者
交

流
＝
ソ
バ
の
花
フ
ェ
ス
タ
・
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
等
」「
特
産
品
開
発
＝
紫
い
も

の
活
用
」「
循
環
型
農
業
＝
堆
肥
に
よ

る
土
壌
改
良
」
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
福
智
町
で
は
農
業
経
営
的
観

点
か
ら
も
規
模
が
拡
大
し
、
他
業
種

間
交
流
に
よ
る
人
材
確
保
や
情
報
収

集
が
多
種
に
わ
た
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
福
智
町
の
農
業
振
興
の
推

進
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
町
の
発
展
を
議
論
し
、
実
践
す
る

た
め
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

７
月
10
日
火
～
31
日
火

申
し
込
み
先　

福
智
町
役
場
産
業
振

興
課
農
政
係　

☎
２
２ｰ

７
７
６
７

問 

福
智
町
農
業
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

 

会
議 （
事
務
局
長
・
高
津
康
則
）

　

 

☎
２
２ｰ

０
５
７
３

　

受
入
れ
数
に
余
裕
が
あ
る
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
随
時
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
福
祉
課
福
祉
係　

　

 

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

▼
水
道
料
金
の
納
入
は
お
忘
れ
な
く

　

水
道
事
業
は
、
み
な
さ
ん
の
水
道

料
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
水
道
財

政
の
健
全
経
営
の
た
め
に
は
、
水
道

料
金
の
完
全
納
入
が
絶
対
条
件
で
す
。

転
出
・
転
居
・
名
義
変
更
・
使
用
開

始
・
使
用
廃
止
・
使
用
再
開
・
使
用

一
時
休
止
等
な
ど
の
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
届
出
を
い
た
だ
く
と
同
時
に
、

水
道
料
金
の
納
入
は
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

役
場
水
道
課  

☎
２
２ｰ

７
７
６
９

▼
み
ん
な
で
手
づ
く
り
の
講
演
会
を

企
画
し
ま
せ
ん
か　

こ
の
度
「
ゆ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ふ
く
ち
」
で
は
福
岡

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す

ば
る
」
の
出
前
講
座
を
本
年
度
受
け

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

手
づ
く
り
の
講
演
会
を
企
画
す
る
た

め
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
老
若
男

女
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
興
味
の
あ

る
か
た
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

ゆ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ふ
く
ち

　

 

☎
２
２ｰ

０
８
０
１
（
金
山
松
榮
）

問 

福
智
町
役
場
企
画
課
企
画
係

　

 

☎
２
２ｰ

７
７
６
６

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
７
日
土 

12
時
～
15
時

会
場　

赤
池
保
育
所（
内
容
は
フ
リ
ー

　
　
　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
食
品
バ
ザ
ー
）

問 

赤
池
保
育
所　

☎
２
８ｰ

２
２
５
７

　

狩
猟
免
許
（
網
、
な
わ
猟
、
１
種

銃
猟
、
２
種
銃
猟
免
許
）
試
験
で
す
。

日
時　

８
月
17
日
金 

９
時
受
付

場
所　

筑
豊
ハ
イ
ツ
（
飯
塚
市
）

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

飯
塚
農
林
事
務
所
総
務
課

　

 

☎
０
９
４
８ｰ

２
３ｰ

４
１
４
５

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
講
習
会
を
開

き
ま
す
。（
募
集
人
数
＝
15
人
程
度
）

日
時　

８
月
４
日
・
５
日
の
９
～
12
時

内
容　

デ
ジ
カ
メ
撮
影
活
用
法
、
は

が
き
（
暑
中
見
舞
い
・
年
賀
）
印
刷

場
所　

県
立
西
田
川
高
等
学
校

申
込
方
法　

７
月
24
日
～
28
日
の
間
、

は
が
き
に
（
Ｉ
Ｔ
講
習
会
参
加
、氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
）
を
記
入
の
う
え
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

問 

県
立
西
田
川
高
等
学
校
事
務
室

　

 

☎
４
４ｰ

０
３
１
３

　

臨
時
職
員
の
採
用
登
録
名
簿
を
作

成
し
、
職
員
の
欠
員
が
生
じ
た
時
に

こ
の
名
簿
か
ら
配
属
す
る
職
場
状
況
、

登
録
者
経
験
な
ど
を
考
慮
し
て
採
用

し
ま
す
。
一
般
事
務
、
保
育
士
、
調

理
員
、
土
木
技
術
員
、
看
護
師
、
保

健
師
な
ど
随
時
申
込
受
付
中
で
す
。

対
象　

18
歳
～
50
歳

申
込
場
所　

役
場
総
務
課
人
事
係

申
込
書
類　

履
歴
書
（
郵
送
可
）

問 

役
場
総
務
課
人
事
係 

　

 

☎
２
２ｰ

０
５
５
５

▼
あ
な
た
の
年
金
記
録
を
チ
ェ
ッ
ク

さ
せ
て
く
だ
さ
い　

年
金
記
録
を
め

ぐ
る
問
題
で
ご
心
配
を
お
か
け
し
、

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
記
録
の
照
会
を
全
被
保
険

者
に
行
い
、
年
金
請
求
時
に
も
本
人

確
認
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
約

５
千
万
件
（
平
成
18
年
６
月
）
の
記

録
が
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い

て
い
ま
せ
ん
。
未
統
合
の
記
録
は
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

ま
ま
で
は
年
金
支
給
に
結
び
つ
か
な

い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
に
は
真
摯
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問 

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

 

☎
０
１
２
０ｰ

６
５
７
８
３
０

申
込
書
配
布
期
間　

７
月
２
日
月
～

７
月
31
日
火

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付  

７
月
２
日
月 

９
時
30
分
～
17
日
火 

21
時
59
分

郵
送
受
付　

７
月
２
日
月
～
31
日
火

消
印
有
効
（
持
参
は
受
付
ま
せ
ん
）

試
験
日　

10
月
21
日
日

試
験
地　

福
岡
市
・
北
九
州
市

　
　
　
　

太
宰
府
市
・
久
留
米
市

問 （
財
）
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
９
２ｰ

７
３
７ｰ

８
０
１
３

　

子
育
て
の
不
安
軽
減
を
目
的
に
赤

ち
ゃ
ん
・
子
ど
も
・
思
春
期
に
関
す

る
相
談
「
赤
ち
ゃ
ん
・
子
ど
も
電
話

相
談
」
の
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。

変
更
前 

☎
０
９
２ｰ

７
１
５ｰ

０
１
１
０

変
更
後 

☎
０
９
２ｰ

６
４
２ｰ

０
１
１
０

問 （
財
）
県
地
域
福
祉
財
団
振
興
課

　

 

☎
０
９
２ｰ

５
８
２ｰ

２
３
９
６

日
時  

８
月
３
日
金 

10
時
30
分
～

場
所  

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市
）

　消防活動に尽力した功績を讃
え 19 年度春の叙勲をはじめ、次
のとおり各表彰が行われました。
▶桒野裕俊（元金田町消防団副
団長）「瑞宝単光章」▶池永明

「消防庁長官表彰」永年勤続功労
章▶山本数彦「消防庁長官表彰」
永年勤続功労章▶奥永栄一「消
防庁長官表彰」永年勤続功労章
▶香月弘美「財団法人日本消防
協会会長表彰」勤続章▶武末義
輝「財団法人日本消防協会会長
表彰」勤続章（敬称略）

　パッチワーク教室の作品展が5
月14日から5日間役場ロビーで開
かれ、温かみある大作が並びました。

　岸田和子さん（金田）の畑に咲
いた珍しい鬱

う こ ん

金の花。開花する
のは全体の 2％ほどだそうです。

消防活動への叙勲と表彰
福智町総務課消防防災選挙係

手の込んだ作品に思わずため息
パッチワーク教室作品展

ピンク色の神秘的な花
珍しい鬱金の花が開花

農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
員
募
集

福
智
町
農
業
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

医
療
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き

福
智
町
役
場
住
民
課
医
療
保
険
係

パ
ソ
コ
ン
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築
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福
岡
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等
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無
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律
相
談
変
更

福
岡
法
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局
田
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支
局

年
金
記
録
チ
ェ
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ク

厚
生
労
働
省
・
社
会
保
険
庁

出
前
科
学
実
験
申
し
込
み
募
集

福
岡
県
商
工
部
商
工
政
策
課

「
上
野
焼
四
百
年
」
図
録
を
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刷

福
智
町
役
場
産
業
・
商
工
観
光
係

無
料
着
付
け
教
室
の
参
加
募
集

全
日
本
同
和
会
福
智
町
連
絡
協
議
会

赤
池
保
育
所
父
母
の
会
バ
ザ
ー

赤
池
保
育
所
父
母
の
会

新校舎建設に伴い、新しくなった市場小
学童クラブ。６月 21日に引っ越しました。

国焼茶陶上野焼展の名作
秀作をまとめた図録です。

も
っ
と
！ 

情
報
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ろ
ば

福
智
町
中
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民
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０
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金
田
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館
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２-

２
２
０
０
／
方
城
分
館
☎
２
２-

４
３
０
０
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保健の掲示板
7月16日 から 8月15日 まで

7 月 17 日 火【7～8か月児健診】
生後 7 ～ 8 か月児を対象（個人通知します）
会場：コスモス保健センター / 受付：13:00 ～ 14:00

7 月 18 日 水【4～5か月児健診】
生後 4 ～ 5 か月児を対象（個人通知します）
会場 : コスモス保健センター / 受付：13:00 ～ 14:30

7 月 24 日 火【ポリオ（小児マヒ）予防接種】
3 ～ 18 か月児を対象（7 歳 5 か月まで接種可）
会場 : 方城保健センター / 受付：13:20 ～ 14:20

7 月 27 日 金【もぐもぐ教室（要予約）】
4 ～ 10 か月児を対象とした離乳食教室
会場：コスモス保健センター / 受付：10:30 ～ 12:00

8 月 1 日 水【1 歳 6 か月児健診】
1 歳 6 か月～ 1 歳 7 か月児を対象（個人通知します）
会場：コスモス保健センター / 受付：13:00 ～ 14:00

8 月 2 日 木【健康相談】
健診結果や介護など相談希望者を対象
会場 : 方城保健センター / 受付：9:30 ～ 11:30

8 月 2 日 木【こぐま教室】
就学前までのお子さんと保護者を対象にした親子教室
会場：コスモス保健センター / 受付：10:00 ～ 11:30

8 月 2 日 木【よちよち教室】
1 歳児を対象にした育児教室（個人通知します）
会場 : コスモス保健センター / 受付：9:30 ～ 10:30

8 月 8 日 水【乳幼児相談】
2 か月児と、身体計測や育児相談などの希望者を対象

（2 か月児は個人通知します）
会場：コスモス保健センター / 受付：10:00 ～ 11:00

8 月10 日 金【健康相談】
健診結果や介護など相談希望者を対象
会場 : コスモス保健センター / 受付：13:30 ～ 15:30

コスモス保健センター　☎ 28-9500
4 月 1日から、金田および方城保健センターには職員が常駐していません。

中央公民館図書室からのお知らせ
中央公民館図書室では半年に1回、福岡県立図書館から一般書 400 冊・児童書 400 冊の、合わせて 800

冊の図書を借り受けして図書の充実をはかっていますが、今月はこの 800 冊の入れ替え作業があります。

また、入れ替え作業と同時に蔵書整理も行いますので、つぎの期間中は本の貸出制限および図書室の休館を

させていただきます。町民のみなさまには大変ご迷惑をお掛けいたしますが、ご協力をお願いいたします。

同
和
問
題
に
“
さ
し
て
興
味
も
関
心

も
な
か
っ
た
”
著
者
が
、
ひ
と
り
の

女
性
か
ら
の
手
紙
を
き
っ
か
け
に
、

人
権
・
同
和
問
題
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
り
ま
す
。『「
同
和
」
と
「
人
権
」

は
決
し
て
並
列
的
な
別
の
概
念
で
は

な
い
。
木
に
た
と
え
る
な
ら
ば
「
人

権
」
と
い
う
根
っ
こ
の
上
に
同
和
問

題
も
、
障
害
者
問
題
も
、
女
性
問
題

も
外
国
人
問
題
も
、
年
輪
の
よ
う
に

同
心
円
の
関
係
で
存
在
す
る
…
』『
同

まちのとしょしつ中央公民館・分館
図書室通信

本
7月は同和問題啓発強調月間。同和問題だけでなく、

さまざまな人権問題について書かれている本をご紹介します。

昭和 56 年、NHK 大阪放送局で放送され
た「証言 水平社運動」の担当ディレクター
であった著者が、放送では伝えきれなかっ
た膨大な証言や資料を基に 4 年余りの月日
をかけて部落差別の事実を記録したもので
す。「人の世に熱あれ、人間に光あれ。」全
国水平社設立から今年で 85 年。その心は
今も生き続けています。

「証言
全国水平社」
福田雅子 / 著　日本放送出版協会 / 出版

「わたしには夢がある。」キング牧師の有名
な言葉です。幼少のころ、聖書や父の言葉
に勇気付けられた彼は、大人になり自らの
言葉で多くの人を勇気付け、差別と戦って
きました。1968 年 4 月、彼は銃撃を受
けて亡くなりましたが、その言葉の数々は、
今もわたしたちを励まし続けています。夢
がいつかきっとかなう日が来るだろうと。

「キング牧師の力づよいことば
マーティン・ルーサー・キングの生涯」
ドリーン・ラパポート / 著
もりうち すみこ / 訳　国土社 / 出版

和
問
題
は
孤
立
し
て
存
在
す
る
も
の

で
は
な
い
。
一
つ
の
差
別
は
あ
ら
ゆ

る
差
別
に
通
じ
て
い
る
。』
こ
れ
は
、

こ
の
本
の
中
で
著
者
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
取
材
し
体
験
し
て
感
じ

た
こ
と
を
語
っ
た
一
文
で
す
。
気
張

ら
ず
に
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
人
権
意
識

を
積
み
重
ね
て
き
た
自
身
の
軌
跡

を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
和
問
題

に
対
し
て
こ
と
さ
ら
難
し
く
考
え
た

り
、
身
構
え
た
り
す
る
こ
と
な
く
、

自
分
の
歩
幅
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
は
ず
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
界
の
タ
ブ
ー
へ
の
挑
戦

ヒューマンライツは複数形
「ジャーナリストの直眼斜眼」
稲積謙次郎 / 著　西日本新聞社 / 出版

中央 方城

金田
中央

中央公民館図書室
☎ 28-4100

方城分館図書室
☎ 22-4300

金田分館図書室
☎ 22-2200

※ ヒューマンライツ【human rights】=人権

大阪府猪飼野に生まれた著者は、友人を苦
しめる差別に怒りを覚え、厳しい部落差別
の現状を学ぶ中で偶然「黒い羽根運動※ 2」
に出会います。田川郡川崎町に生活の拠点
を移し、困難を乗り越えさまざまな運動を
していきました。時が経ち、父の死を迎え
た著者が彼のふるさとを訪ねると、自分の
生涯を結びつける「糸」を感じることに…。
※ 2 黒い羽根運動＝筑豊の子どもたちの惨状を訴える運動 

「私の記録　糸
筑豊の被差別部落で」
松㟢一 / 著　解放出版社 / 出版

金田

貸出制限期間　7月2日 月 ～7月10日 火　▶ 本の返却や相互貸借の受付は通常どおり行います。
休館日　7月11日 水 ～7月17日 火　▶ 本の貸し出し、返却、相互貸借など、すべて行われません。
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ひとのうごき（福智町の人口）

■ 人口：26,297 人（前月比－ 8 人・前年比＋ 12 人）
　 男性：12,473 人／女性：13,824 人
　（転入 98 人・転出 98 人・出生 18 人・死亡 26 人）
■ 世帯：11,107 世帯（前月比＋14世帯）
　 ※平成 19 年5月末現在（住民基本台帳人口）

Population

パノラマたがわ（田川市郡のイベント情報）

【田川市】田川市立病院イブニングセミナー
	  7月13日 金 18：00 ～ 20：00（参加無料）
　　      場所　田川市立病院 講堂
　　　　　内容　血糖・血圧・身長等のメディカルチェック
　　　　　講演「生活習慣病と認知症」　
　　　　　申し込み不要。動きやすい服装で来てください。
　　　　 問 田川市立病院 栄養管理室　☎ 44-2100

【添田町】人権公演会
	  7月19 日 木 19：00 ～
　　      場所　添田町 オークホール
　　　　　演題「笑って健康 幸せづくり」
　　　　　くるめにわか振興会吉谷忠男さん 出演

Event

おさめて安心（7月の税納期限）

■ 町県民税  1 期  7 月 2 日 月 が納期限です。
■ 国民健康保険税  1 期  7 月 31 日 火 が納期限です。
■ 固定資産税  2 期  7 月 31 日 火 が納期限です。

Tax

▶生きがいについて特集しました。インタビューした 14
人のお話には、それぞれに生きがいへの出会いと喜びが
込められていました。限られた紙面にすべてを表せず残
念でしたが、生きる事の素晴らしさを垣間見た気がして、
いつまでも学び感動する大切さを実感できました。（長野）
▶保育園の田植えを取材するために、はだしになって田
んぼの中へ。するとかわいい園児たちから質問攻め「ど
こからきたん、何で写真撮りようと？」「何で泥で遊ばん
の、カメラこわれたら社長さんに怒られるん？」元気いっ
ぱいのお百姓さんたちから逆取材にあいました。（昌太郎）
▶ 5月号で一部のかたから反響を呼んだ、ふくちニュース
の挿絵。あれはわたしが、3 人の似顔絵を描いたものでし
た。「夏だしやっぱビキニとか…」「麦わら帽子に白い袖な
しシャツは ?」など今月号もいろいろ楽しい意見は出ました
が、少し露出を抑えた形（→ P14）で落ち着きました。（日吉）

☞金田保健センター会場の総合健診結果説明会のご案内
開催日・会場：7 月 29 日 日 、30 日 月・中央公民館金田分館
※ 健診当日にご案内した時間におこしください。

☞コスモス健診センターの施設健診の申込み受付中！
健診開催日：2 月までの 月・水・金 ( 祝祭日を除く )、第 3 日
受診希望日の 2 週間前までに、コスモス健診センター（☎
28-5512）まで電話または広報ふくち４月号掲載のはがきで
お申し込み下さい。詳細は、広報ふくち 4 月号をご覧ください。

お亡くなりになったみなさんのご冥福を心よりお祈り
申し上げます。（なお、弔電はひかえさせていただきます）

福智町長 浦田弘二・福智町議会議長 大島道人
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崎
町
出
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明
治
39
年

４
月
20
日
、
９
人
兄
姉
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末
っ
子
と
し
て
、
こ
の
世
に
生
を
享う

け
る―

―

▼
そ
の
赤
坂
さ
ん
の
生
誕
100
年
を
記
念
し
て
、

記
録
映
画
「
小
梅
姐ね

え

さ
ん
」
が
、
先
月
２
日
、

福
智
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
上
映
さ
れ
た
。

わ
た
し
も
、
参
観
者
へ
の
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い
さ
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を
兼
ね
て
会
場

に
足
を
運
び
、
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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分
と
い
う
時
間
の
中
に
、
彼
女
の
人
生
が
凝
縮

さ
れ
て
お
り
、
間
に
挟
ま
れ
た
縁え

に
し

の
あ
る
人
た

ち
の
コ
メ
ン
ト
が
、
映
画
に
リ
ズ
ム
感
を
与
え

て
い
た
よ
う
に
思
う
。
ま
さ
に
、
唄
一
筋
に
生

き
抜
い
た
彼
女
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
赤
坂
さ
ん
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名
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少

年
時
代
か
ら
耳
に
し
て
い
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、
田
川
に
も
す
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い
人
が
い
る
ん
だ
な
と
、
子
ど
も
心
に
一
種
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驚
き
を
覚
え
た
こ
と
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
子

ど
も
に
と
っ
て
、
郷
土
出
身
の
著
名
人
は
憧あ

こ
が

れ

で
も
あ
り
、
時
に
は
目
標
に
も
な
る
。
か
く
言

う
わ
た
し
も
、
高
校
生
の
時
、
当
時
経
済
学
者

と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
西
山
千
明
氏
が
、
旧

赤
池
町
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、

大
い
に
心
を
動
か
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
。
残
念

な
が
ら
、
経
済
学
者
と
い
う
夢
こ
そ
実
現
で
き

な
か
っ
た
が
、
将
来
に
対
す
る
刺
激
は
、
充

じ
ゅ
う
ぶ
ん分

過
ぎ
る
程
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
う
▼
こ
れ
ま

で
、
ふ
る
さ
と
田
川
か
ら
、
多
士
済
々
の
人
材

が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
、
各
分
野
で

活
躍
す
る
人
が
数
多
く
出
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
郷
土
の
人
た
ち
に
誇
り
と
夢
を

与
え
て
ほ
し
い
。
そ
の
こ
と
が
、
田
川
発
展
の

強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。
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８月３日、商店街がステージだ。

イベント満載、夜店いっぱい、金田
新町通りが歩行者天国にかわる

「アイラブ・カナダ・フェスタ」。旧金田
町から数えて 20 年以上の伝統を誇ると
いうご機嫌な催しです。
　メーンイベントは、「仮装カーニバル」。
町外からの参加も多く、音と衣装と動き
に彩られたイベントが、福智の夜に熱く
展開されます。優勝賞金 20 万円を手に
するのは果たしてどのチームか？　見て
も出ても楽しいフェスタ、みなさんのご
参加をお待ちしています。

【開催内容】
▶日時　8月3日 金 17時 30分～
   ※雨天の場合は 8月4日 土に順延
▪メーンイベント「仮装カーニバル」
▶参加資格　1 チーム 3 人以上中学生

以下の場合は保護者同伴
▶申し込み期限　7月23日 月（もしく

は先着 15 チームまで）
▶申し込み方法　金田町商工会にある

申し込み用紙に必要事項を記入し、
同商工会まで申し込みください。

▶賞金　優勝 2 0 万円・準優勝 5 万円
　　　　特別賞 3 万円　
▶大会の流れ（小雨決行）
　① 商店街をパレード
　② ステージ（商店街内駐車場）で
　　 各チームごとにパフォーマンス
　③ 点数集計・結果発表
▶説明会　7月30日 月 19時から
▪サブイベント
    剣道（剣友会）・空手（錬心館）ほか
▪申し込み問い合わせ先
    金田町商工会　☎ 22-1111

福智町 アイラブ・カナダ・フェスタ
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